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寄附の使い方 件数（件） 金額（円）
１ 石見神楽等の伝統芸能の継承に関する事業 15,921 326,992,296
２ 自然環境並びに歴史的及び文化的な資源の保全及び活用に関する事業 5,693 135,603,486
３ 高齢者福祉及び障がい者福祉並びに地域医療の充実に関する事業 4,317 98,684,794
４ 青少年の健全育成及び子どもを安心して生み育てる環境づくりに関する事業 11,406 279,888,490
５ 農林水産業等の地域産業の振興に関する事業 3,918 95,251,531
６ その他目的達成のために市長が必要と認める事業 9,382 255,531,664
　　 コロナに負けるな！浜田高校甲子園出場応援プロジェクト 162 2,536,000

合計 50,799 1,194,488,261

寄附総額

12 1,212億 万円

ふるさと納税型クラウドファンディングとは？
ふるさと納税の寄附金の使い道をより具体的にプロジェクト化し、共感した人から寄附を募る仕組みです。

昨年、浜田高校硬式野球部が18年ぶりに甲子園へ出場したことは、
新型コロナウイルス感染症の収束が見えない中、市民を元気づける
出来事となりました。しかし、甲子園出場には非常に多額な経費が
かかることに加え、物価や燃料費の高騰も重くのしかかり、全てを
学校関係者だけで賄うことは困難でした。
そこで、ふるさと納税型クラウドファンディングで寄附金を募集

したところ、多くのご寄附をいただきました。
24年ぶりのベスト８進出は叶いませんでしたが、伝統の浜高野球

を最後まで貫く姿は、勇気と誇り、そして元気を与えてくれました。
本プロジェクトにご賛同いただき、応援してくださいました皆さ

ん、本当にありがとうございました。

令 和 ４ 年 度 ふ る さ と 寄 附 実 績

問合せ　ふるさと寄附推進室　☎㉕９０２５

令和４年度も全国の皆さんから「ふるさと浜田に貢献したい、応援したい」
と、大変多くの寄附をいただきました。本当にありがとうございました。

コロナに負けるな！浜田高校甲子園出場応援プロジェクト
令和４年度　ふるさと納税型クラウドファンディング

実施期間：令和４年８月５日～31日　　目標寄附額：1,000万円　　実績：253万6,000円
お礼のメッセージ

浜田市内で石見神楽を保存・継承する団体に対し、
衣裳などの更新費用を助成しました。
また、石見神楽の魅力を国内外に発信するため、
国内最高峰の劇場である国立劇場で石見神楽公演を
実施しました。

１　石見神楽等の伝統芸能の継承

寄附金はこうした事業に使っています

内訳
活用内容 金額（千円）

神楽衣裳などの更新費用助成 12,760
国立劇場で石見神楽公演 4,217

計 16,977

市道を常時良好な状態に保ち、安全で快適に通行
できるよう維持修繕を行いました。
また、指定天然記念物の保全や、文化財の説明板
を製作しました。

２　自然環境並びに歴史的及び
　　文化的な資源の保全及び活用

活用内容 金額（千円）
道路の維持管理・修繕 16,481
倒壊の危険がある焼却炉の調査・撤去 7,796
河川草刈りなどの浄化 5,255
指定天然記念物の保全など 3,267
そのほか 12,521

計 45,320

高齢者の移動支援として、市内公共交通機関を半
額で利用できる敬老福祉乗車券を販売し、移動費の
負担軽減を図りました。
また、看護師の人材育成及び確保を図るため、浜
田医療センター附属看護学校への補助を行いました。

３　高齢者福祉及び障がい者福祉
　　並びに地域医療の充実

活用内容 金額（千円）
敬老福祉乗車券の交付 49,493
浜田医療センター附属看護学校への補助 10,000
敬老入浴券の販売 2,840
そのほか 2,369

計 64,702

子育て世代が子どもと一緒に、安心して遊べる公
園の遊具などを整備しました。
また、老朽化した学校施設の改修を集中的に行い、
安全安心な学習環境を確保しました。

４　青少年の健全育成及び子どもを
　　安心して生み育てる環境づくり

活用内容 金額（千円）
公園の環境整備 52,606
老朽化した学校施設の改修 48,967
そのほか 17,806

計 119,379

高度衛生管理型４号荷さばき所の開設に先立ち、
仲買業者へフォークリフト購入費の一部を助成しま
した。また、はまだお魚市場の敷地内に、テントや
ステージなどのイベントスペースを設置しました。

５　農林水産業等の地域産業の振興

活用内容 金額（千円）
仲買業者へフォークリフト購入費を助成 13,852
はまだお魚市場イベントスペース設置 5,335

計 19,187

通学路などの危険箇所を改修し、児童や生徒が安
心して通れる歩行空間を確保しました。
また、落雷により破損した高城山中継局（三隅）
を復旧させるため、修繕を行いました。
津波発生時に市民が適切な避難行動をとれるよう、
危険度情報を色分けして示す表示板を電柱に設置し
ました。

６　その他目的達成のために市長が
　　必要と認める事業

活用内容 金額（千円）
通学路の安全対策 49,984
防災行政無線施設（高城山中継局）の復旧 5,876
津波危険地域表示板の設置 1,551
そのほか 45,550

計 102,961

蛇頭や神楽衣裳などの用具

はまだお魚市場イベントスペース

個人版
金額　11億9,448万8,261円　　件数　50,799件

実績月 地域再生計画名 寄附事業名 寄附企業名 金額（円）

令和４年６月
浜田市まち・ひと・
しごと創生推進計画

「山陰浜田港」水産物ブランド化推進事業
どんちっちノドグロ給食提供プロジェクト 非公表 1,140,000

令和５年２月 まちなか交流プラザ設置事業 信金中央金庫 10,000,000
令和５年３月 浜田市まち・ひと・しごと創生推進事業 オンライントラベル㈱ 2,000,000
令和５年２月 安心安全に避難行動や避難生活が行える防災体制整備計画 日本ミクニヤ㈱（２回目） 1,500,000

令和５年５月 山村地域の木育
推進プロジェクト 山村地域の木育推進事業 合同会社グリーンパワー

金城（６回目） 3,000,000

合計 17,640,000

企業版
金額　1,764万円　　件数　５件

内訳

内訳 内訳

内訳

内訳
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三桜酒造跡地の活用に関するアンケート　ご協力のお願い

経営者のための終活相談会

専門家による創業後フォローアップ事業者募集

申込み・問合せ
　商工労働課事業支援係　☎㉕９５０１

問合せ　商工労働課事業支援係　☎㉕９５０１

三浦龍司選手　パブリックビューイング
問合せ　浜田市陸上競技協会　事務局　☎０９０-７８９２-４２０８

みんなで応援
しよう！

日時　８月19日㈯　午後５時30分～７時
　　　※　TBSによる中継予定
場所　国府小学校体育館

世界陸上選手権2023　ブダペスト／ハンガリー
①・②共通
参加　どなたでも可
　　　（参加無料、申込不要）
主催　浜田市陸上競技協会
後援　浜田市教育委員会、
　　　浜田市体育協会
協力　石見ケーブルビジョン㈱

日本選手権で３連覇
を達成した三浦選手

日時　８月23日㈬　午前４時～５時
場所　国府小学校体育館

注意事項
①自然災害の発生やそのほかの事態により、パブリック
　ビューイングの開催が困難と判断した場合、中止する
　場合があります。
②駐車場は学校敷地内駐車場もしくは国府海岸駐車場を
　ご利用ください。
　国民宿舎千畳苑の駐車場は利用できません。
③会場はエアコンがありませんので、水分補給など参加者
　各自で暑さ対策をお願いします。

「事業計画をもう一度見直したい」「集客のためのSNS活用方法が分からない」「経理が不安」など創業後立ち上
がり期のお悩みを解決します。まずは、創業支援経験が豊富なコーディネーターによるヒアリングを行い、その後
専門家からの実務相談を行います。

対　象　創業後５年以内の市内事業者
　　　　（法人成り、事業承継も含む）

山岡　直哉　　　　　　　　さん
ｌien　代表
島根県よろず支援拠点コーディネーター

元金融機関職員。在籍時には石見地方を主要エリアとし
て創業支援に注力し、現在も創業を中心としたコンサル
ティングを行う。創業支援全般のほか、事業計画書策定
業務全般、資金繰り表など財務帳票類の作成業務、補助
金申請支援を得意とする。企画会社の取締役を務める傍
ら自身でもコンサル業を営む。

コーディ
ネーター

村上　弘基　　　　　　　　さん
(独)中小企業基盤整備機構中国本部
中小企業アドバイザー

昭和58年広島銀行入行。各支店、融資審
査部を経て平成９年に日本で最初の企業
再生チームを立ち上げる。以降、企業再
生コンサル・プライベートバンカー・事
業承継コンサルなどのコンサル業務に専
任。その後コンサル業務立ち上げのため
に会計事務所・経済研究所へ出向し、
「Team経営参謀」を創業する。

永田　真司　　　　　　　　さん
島根県事業承継・引継ぎ支援センター
サブマネージャー

令和４年11月から「島根県事業承継・引
継ぎ支援センター」の業務に従事。浜田
商工会議所駐在。41年間の信用金庫本部
及び営業店での業務経験を活

い

かし、事業
者の５年後、10年後を見据えた事業承継
及び継続に向けた支援ができるよう、支
援団体や金融機関などと連携を取りなが
ら、日々の業務に当たっている。

相談員

経営者の皆さん、ご自身の引退について考えたことはありますか？事業を引き継がせたい、ご自身の代で廃業す
る、今の財務体質ではどう引退するのがベストなのか。この相談会では、相談員を交え、皆さんの今後や会社の今
後について一緒に考えます。どんなことでもご相談ください。

対象　経営者、後継者、従業員
定員　先着５事業者
料金　無料

・相談時間は１事業者につき約１時間
・個別相談のため、定員に達し次第受付終了

日本選手権（3000m障害）レースの様子

８月10日㈭　午前９時～午後５時
市役所本庁舎４階講堂C

日時・会場

スマホのカメラで二次元
バーコードを読み込む

アンケートに答える
（所要時間３分）

送信ボタンを
押したら終了

回答期限　８月20日㈰　午後５時まで

②　3000ｍ障害　決勝
　　（決勝に進出した場合）

日　時 随時（個別対応）

場　所　事業所への訪問による

料　金　無料（先着）

①　3000ｍ障害　予選

市では現在、黒川町にある三桜酒造跡地について、将来的に市が取得したうえで公共利用を目的とした活用がで
きないか、検討を進めているところです。
三桜酒造跡地の活用策を検討するにあたり、できるだけ多くの皆さんから幅広く意見を伺うこととし、このたび、
「アンケート調査」を実施することといたしました。皆さんの意見をお寄せください。
なお、既に無作為に抽出した浜田市民2,000人に対し、同様のアンケートを郵送しています。その人におかれては、
改めて答えていただく必要はありません。

アンケートは
こちらから

スマホで簡単アクセス♪
アンケートにかかる
時間は３分！

【浜田駅周辺地区図】

三桜酒造跡地

申込み・問合せ
　商工労働課事業支援係　☎㉕９５０１

（ｃ）PASCO／（ｃ）GeoTechnologies　Inc.
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「行財政改革推進委員会」公募委員を募集します

市では、「行財政改革推進委員会」を設置し、広く市民の皆さんの意見を反映した効率的な行政運営を目指し、
行財政改革を推進しています。このたび、現委員の任期満了に伴い公募委員を募集しますので、行財政改革に関心
と熱意のある皆さんの応募をお待ちしています。

応募・問合せ　〒697-8501　浜田市殿町１番地　行財政改革推進課行革推進係
　　　　　　　☎㉕９１０１　Email:gyokaku@city.hamada.lg.jp

職務　行財政改革の進捗状況などを審議する
　　※　会議に出席した場合、市の規定により報酬及び交通費を支給
応募資格　次の要件を全て満たしていること
　１　市内に在住又は通勤・通学している
　２　満18歳以上（令和５年８月１日時点）
　３　市の行財政改革に関心がある
　４　年間２～４回程度、平日に開催される委員会に出席できる
募集人数　３人以内
任期　２年（令和５年11月～令和７年11月予定）
応募方法　所定の応募用紙に記入のうえ、郵送、持参又はメールのいずれかの方法で提出してください。
　　　　　持参の場合は、平日（土・日・祝日を除く）午前８時30分～午後５時15分にお越しください。
　　　　※　応募用紙は行財政改革推進課行革推進係及び各支所防災自治課にあります。
　　　　　　希望者には後日郵送します。
　　　　※　市ホームページからダウンロードもできます。
募集期間　８月１日㈫～31日㈭
応募締切　８月31日㈭　必着
　　　　※　応募者全員に選考結果をお知らせします。

ホームページはこちらからも入れます
（8月1日㈫公開予定）

　令和６年４月１日採用予定の第２回職員採用試験を次のとおり行います。採用試験実施要項で詳細を確認し、
受験の申込みをしてください。

採用職種 人員 対象者
（令和６年４月１日現在）

必要な資格・条件など
（詳細は採用試験実施要項をご覧ください）

一般事務員Ｆ １人程度 18歳以上23歳以下の人 第１次試験は、高校卒業程度の教養試験などを実施し
ます。学歴、資格などは問いません。

一般事務員Ｇ
（社会人経験者） ２人程度 24歳以上40歳以下の人

学歴、資格などは問いませんが、令和５年８月１日時
点で社会人経験３年以上の人が対象です。
教養試験は行わず、ＳＰＩでの試験を実施します。

一般事務員H
（障がい者） １人程度 18歳以上40歳以下の人 身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳、療育手帳

のいずれかの交付を受けている人。

土木技術員I １人程度 18歳以上40歳以下の人 学歴・資格などは問いません。

建築技術員J １人程度 18歳以上30歳以下の人 学歴・資格などは問いません。

消防士Ｋ ４人程度 18歳以上25歳以下の人 学歴・資格などは問いません。
【体力試験を行うため、受験会場は浜田のみ】

消防士L ２人程度 救急救命士の資格を
有する人で28歳以下

救急救命士の資格を有する人。
【体力試験を行うため、受験会場は浜田のみ】

※　一般事務員（社会人経験者及び障がい者含む）、土木技術員及び建築技術員で受験申込ができるのは、
６月・９月を通じて、いずれか１つの年齢区分のみです。

提出・問合せ　人事課人事係　☎㉕９１３０
　　　　　　　〒697‒8501　浜田市殿町１番地浜田市職員採用試験

令和５年度　第２回

採用職種・要件など　下表のとおり
第１次試験　９月17日㈰
試験会場　　浜田会場・大阪会場（詳細は市ホームページ及び実施要項でご確認ください）
申込方法　　採用試験実施要項に基づき、受験申込書類を提出してください。実施要項は人事課及び各支所防災
　　　　　　自治課にあり、７月28日㈮から配布します。市ホームページからダウンロードもできます。
受付期間　　７月28日㈮～８月18日㈮（当日消印有効）

平和を祈念し、黙とうを広島市と長崎市に原爆が
　投下され、今年で78年

８月15日㈫は「戦没者を追悼し平和を祈念する日」です
広島市と長崎市では、それぞれ原爆が投下された時間に、原爆死没者のご冥福と世界恒久平和を祈念するため、
平和の鐘を合図に１分間の黙とうがささげられます。また、8月15日㈫には全国戦没者追悼式が行われ、先の大戦
で亡くなられた人々を追悼し、平和を祈念するため、正午から１分間の黙とうがささげられます。
　浜田市は、核兵器廃絶平和都市宣言をしています。市民の皆さんにおかれましても、亡くなった人々を追悼する
とともに、世界の恒久平和を祈念して、それぞれの家庭や職場で黙とうをささげましょう。
原爆が投下された日時
広島市　　昭和20年８月６日　午前８時15分
長崎市　　昭和20年８月９日　午前11時２分
全国戦没者追悼式　８月15日㈫

平和アピールパネル展
昭和20年８月６日、世界で初めて原子爆弾が広島に投下されました。終戦から78年を経て、戦争の記憶が薄れつ
つあります。人類が２度と核による悲しみを被ることのないよう、「平和の尊さ」を市民の皆さんに再度確認して
もらうため、パネル展を開催します。
展示内容　広島・長崎原爆写真ポスター
開催期間　８月１日㈫～15日㈫
場　　所　市役所本庁舎１階市民ロビー 問合せ　総務課総務管理係　☎㉕９１１０

浜田市文化財保存活用地域計画の策定を進めています

問合せ　文化スポーツ課文化財係　☎㉕９７３１

文化財把握調査（アンケート）のお願い

市では、市内の文化財の保存と活用に関する総合的な計画となる「浜田市文化財保存活用地域計画」の策定を進
めています。策定にあたって、市内全ての文化財を対象に総合把握調査を行い、それをもとに文化財の保存と活用
に関しての中・長期的な基本方針と、短期的に取り組んでいく具体的な事業を計画します。
※　文化財保存活用地域計画とは、市町村における文化財の保存と活用に関する総合的な法定計画です。

アンケート調査
計画策定の基本となる市内各地域の文化財地図・リストを、以下のとおり掲示します。
市内の文化財把握のためのアンケート調査にご協力をお願いします。「この地域には、こんなものが残っている」
など貴重な情報をお待ちしています。なお、市ホームページでも文化財地図・リストを掲載し、アンケート調査を
実施します。
　実施期間
　○金城・旭・弥栄・三隅地域　８月７日㈪～21日㈪
　○浜田地域　　　　　　　　　９月８日㈮～22日㈮
実施場所

　各地域のまちづくりセンター　※分館を除く
　（旭町の今市まちづくりセンターは
　　旭支所２階市民福祉課前ロビーで代替実施）
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問合せ　浜田市「BUY浜田運動」推進委員会
　　　　（商工労働課事業支援係）　☎㉕９５０１

～ BUY浜田運動のテーマソング～

地元（浜田市）の産品を地元の店で
買うことで、地域内の経済循環をつく
り、経済を活性化させることにより、
市民の暮らしを向上させる運動です。

BUY浜田運動とは

BUY浜田運動のテーマソング 【作詞】平成29年度BUY浜田運動啓発標語募集作品より
【作曲・歌】浜田市職員有志

海と山からのおくりもの　お魚　お野菜　お肉に　くだもの
買っちゃんさい　食べちゃんさい　回りまわって　みんなが笑顔

浜田で収穫（浜田産）　　浜田で作って（浜田ブランド）
買ってつながる　みんなの笑顔

自然豊かな　笑顔あふれる　浜田が大好きだから
みんなで育む浜田の未来（浜田のモノを買おう　浜田を応援しよう）

ＢＵＹ浜田（Ｂ・Ｕ・Ｙ・Ｈ・Ａ・Ｍ・Ａ・Ｄ・Ａ）
ＢＵＹ浜田（Ｂ・Ｕ・Ｙ・Ｈ・Ａ・Ｍ・Ａ・Ｄ・Ａ）

BUY浜田運動の認知度向上のため、テーマ
ソング動画を、スーパーで放映しています。
また、Youtubeでも公開していますので、
ぜひご覧ください。

スーパーダップス

Youtubeは
こちらからも
見られます

医療従事者を目指しませんかB U Y 浜 田 運 動浜田のモノを買おう！
浜田を応援しよう！

地域医療を支える県内の
医療系学校を紹介します

浜田准看護学校
本校は、島根県西部唯一の准看護師養成所です。義務教育修了で受験資格があります。
社会人経験者や、公共職業訓練（長期高度人材育成コース）を利用しての入学も可能です。
学業に専念することもできますし、とても大変ですが、仕事と学業を両立し卒業する人もい

ます。卒業後は、看護師資格取得を目指し進学をしたり、100％の就職率で、准看護師として
活躍できます。

選考方法　筆記試験（国語、数学、作文）、面接、適性検査
そのほか
　学生寮あり、入学金免除制度あり、
　実習費補助制度、島根県・浜田市修学資金制度あり。

浜田医療センター附属看護学校
本校は70年以上の歴史があり、これまで多くの優秀な卒業生を輩出している伝統校です。
地域の人々の温かな支援を受けながら、末永く活躍できる看護師育成の場となっており、隣接

する病院でほとんどの実習を行うことが可能です。
また、地域の家庭に訪問・宿泊し、人々のありのままの生活を理解する実習もあります。
さらに、豊かな自然に恵まれた環境にありながら、都会の学校にも負けない最先端のICT教育

を受けられる設備も整っています。

選考方法
推薦　面接、小論文
一般　学科試験（国語、英語、数学）

そのほか
　日本学生支援機構、島根「ふるさと」看護奨学金、
　浜田市奨学金などの奨学金制度あり。

島根県歯科技術専門学校
本校は、県内唯一の松江市にある歯科技工士・歯科衛生士の養成を目的とした専門学校です。
歯科衛生士などは、高齢化が急速に進む中にあって元気で長生きする健康長寿社会を創造する

ためには欠かせない、やりがいのある職業です。

選考方法
推薦　　　　　書類審査、面接、学科試験（国語）
一般、社会人　学科試験（国語）、面接

そのほか
　島根県歯科医師会県内指定地区出身在学生支援制度あり。

入試時期
推薦　　　　　10月下旬
一般、社会人 11月中旬、12月上旬、

　　　　　　　　２月上旬、３月下旬

問合せ　健康医療対策課地域医療対策係　☎㉕９３１０

入試時期
第１次募集　１月中旬
第２次募集　２月中旬

※　各学校のホームページは掲載の二次元バーコードからも見られます。

入試時期
推薦 10月中旬、11月上旬
一般　１月中旬

リハビリテーションカレッジ島根
本校は、山陰で唯一、リハビリテーション３学科（理学療法士、作業療法士、言語聴覚士）を

併設しており、授業や交流の中で「チーム医療」を学ぶことができます。
また、部活動や地域交流も積極的に行っています。

選考方法　総合型選抜（AO入試）、指定校推薦、一般推薦、一般入試、キャリアアップ特待生
入試時期　選考方法に応じて、７月～３月
そのほか　入学金免除制度あり、特待生制度、臨床実習費無料、
　　　　　ファミリー割引や各種奨学金などのサポートあり。
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浜田市立図書館の歩みこれからも
皆さんとともに

今年で開館10周年を迎えた中央図書館及び三隅図書館。貴重な写真とともに、その歩みを振り返ります。

明治34年６月　６月９日、蛭子町において私設図書館として創設
　　　　　　　同年、紺屋町に移転
　　35年８月　殿町夕日ヶ丘に新築移転
大正７年　　　殿町1170番地に改築移転
　　14年４月　浜田町立図書館となる
昭和15年11月　市制施行により浜田市立図書館となる
　　22年６月　日本図書館協会に入会
　　23年８月　殿町1177の72番地（旧公会堂）に移転
　　25年９月　浜田市立図書館条例制定
　　26年６月　図書館創立50周年記念式典を挙行
　　　　７月　浜田市立図書館協議会設置条例制定
　　30年４月　殿町84番地（市警察署跡）に移転
　　44年３月　殿町79番地８に前図書館竣工
　　45年１月　佐々田奉公会簡易閲覧所を開設
　　61年10月　図書館創立85周年記念講演会を開催
　　62年７月　三隅町カルチャーホールに図書室開館

三隅町カルチャーホール　図書室

平成13年　　　図書館開設100周年記念事業
　　14年３月　「浜田市立図書館建設基本計画」を策定
    17年10月　新浜田市誕生に伴い施設名称を
　　　　　　　「浜田市立浜田図書館」に変更
　　19年12月　移動図書館ラブック号運行開始
　　23年２月　「浜田市立中央図書館基本計画」を策定
　　24年４月　教育委員会生涯学習課内に「図書館準備室」を設置
　　25年３月　浜田市立浜田図書館閉館
　　　　　　　「第２次浜田市子ども読書活動推進計画」を策定
　　　４月　浜田市立図書館条例を全部改正

　　　　５月　三隅図書館　新築開館
　　　　８月　中央図書館　新築開館
　　28年３月　金城図書館が金城支所1階に移転
　　30年　　　中央図書館・三隅図書館開館５周年記念事業
　　　　４月　子供の読書活動　文部科学大臣表彰
令和３年１月　旭図書館が旭支所１階に移転
　　　　４月　弥栄図書館が杵束まちづくりセンター内に移転
　　４年11月　「第３次浜田市子ども読書活動推進計画」を策定
　　５年　　　中央図書館・三隅図書館開館10周年記念事業

明治35年～

昭和30年～

浜田市立浜田図書館

問合せ　教育総務課図書館係　☎㉒０４８０

開館10周年記念特別イベントを
８月11日㈷に開催します。
詳しくは、今月号の広報はまだ

28ページ「図書館情報」をご覧く
ださい。

島根あさひ社会復帰促進センター開所15周年記念フォーラム

島根あさひ社会復帰促進センターは10月に開所15周年を迎えます。これを記念して、これまでの取組を広く紹介
する場として記念フォーラムが開催されます。皆さん、ぜひお出かけください。

会場
８月26日㈯・27日㈰ 島根県立大学講堂
開催日 料金

入場無料（予約不要）

＜１日目＞　８月26日㈯　午後１時～５時
（１）　オープニングセレモニー
（２）　基調講演
　　「島根あさひ社会復帰促進センターにおけるこれまでの取組と今後の展望」
（３）　フォーラム
　　「島根あさひ社会復帰促進センターにおける様々な取組の振り返り」
　①　基調報告
　　　「三者連携協定の取組」
　　　「文章創作プログラムの試み」
　　　「改善指導の効果検証について」
　　　「島根あさひ社会復帰促進センターに対する住民意識の変容」
　②　実演
　　　「あさひ子ども園とのつながりと園児による和太鼓披露」
　　　「盲導犬パピー育成プログラムの紹介と盲導犬デモンストレーション」
　③　パネルディスカッション
　　　「島根あさひ社会復帰促進センターの成果と課題」

＜２日目＞　８月27日㈰　午前９時～午後１時
（１）　オープニングセレモニー
（２）　フォーラム
　　「再犯防止と地方創生に向け、これからの島根あさひ社会復帰促進センター
　　に期待されるもの」
　①　基調報告
　　　「浜田市の現状と課題」
　　　「自治体等と連携した取組」
　　　「奈良県更生支援の取組と山守育成科」
　②　トークセッション
　　　「ソーシャルビジネスと再犯防止」
　　　「循環型社会と地域活性化」
　　　「コミュニティ・ハブとしての刑務所の可能性」
　③　パネルディスカッション
　　　「島根あさひ社会復帰促進センターの今後の可能性」

※　内容は変更となる場合があります。

記念フォーラムに関する問合せ　島根あさひ社会復帰促進センター　☎45８１７１
そのほかの問合せ　地域福祉課地域福祉係　　　　☎㉕９３００
　　　　　　　　　旭支所産業建設課産業振興係　☎45１４３７

《参考文献》「浜田市立図書館　沿革誌」（昭和62年９月発行）
　　　　　　「浜田市図書館五十年史」（昭和29年４月発行）
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職員数の状況及び関係市からの派遣職員　　　　（単位：人）
令和４年度職員数
（令和４年４月１日）

令和４年度中 派遣職員
採用者 退職者 浜田市 江津市

4 0 0 9 4
※　短時間再任用職員は含んでいません。

１　職員の任免及び職員数に関する状況

職員の人材育成や配置など人事管理の基礎資料とするため、
地方公務員法の定めに基づき、全職員を対象に年間２回の人
事評価を実施しています。また、職員の昇給、昇格などに際
しては、所属長による勤務評定を実施しています。

　（単位：人）
区　分 人数 内　　容

昇給時 4 定期昇給時における所属長による勤務
評定

昇格・昇任時 0 主事から主任主事など昇任時における
所属長の勤務評定

勤勉手当 4 勤勉手当支給時における人事評価の活
用

（派遣職員を含む。各年度４月１日現在　単位：人）
区　分 職員数 対前年

増減数
主な

増減理由部　門 R2年 R3年 R4年 R5年

一般行
政部門

総　務 4 4 4 4 0
衛　生 1 1 1 1 0
民　生 13 13 12 12 0

合　計 18 18 17 17 0
※　短時間再任用職員は含んでいません。

区　分 内　　容
勤務時間 午前８時30分から午後５時15分まで
休憩時間 午後０時から１時までの１時間
週休日 日曜日及び土曜日

休　日 国民の祝日に関する法律に規定する休日及び年
末年始（12月29日から翌年の１月３日まで）

区　分 内　　容

年次有給休暇 １年につき20日間付与、新規採用職員（４月１日付）は15日間付与

特別休暇

特別な事由により勤務しないことが相当であ
ると認められる場合の休暇の種類は、公民権
の行使、証人などの官公庁への出頭、ドナー
休暇、ボランティア休暇、結婚休暇、産前の
健診、妊娠に起因する体調不良、産前産後休
暇、育児時間、妻の分べん、男性の育児、乳
幼児健診、子などの看護休暇、介護休暇、忌引、
父母などの法要、夏季休暇、セルフケア休暇、
感染症、災害などによる交通遮断・住居の破
壊、生理休暇です。

問合せ　浜田地区広域行政組合総務課総務係
　　　☎０８５５53５０８２

（単位：人）

区　　分 分限処分 懲戒処分
免職 休職 降任 免職 停職 減給 戒告

処分者数 0 0 0 0 0 0 0

職務上
の義務

法令などを遵守する義務 職務命令に従う義務
信用失墜行為の禁止 秘密を守る義務
職務に専念する義務 政治行為などの制限
争議行為などの禁止 営利企業などの従事制限

※　地方公務員法に、上表の職務上の義務が定められています。

（単位：人）
区　分 人数 内　　容

職員
研修

県自治研修所 3 職務経験などの階層別研修・実務
研修・特別研修など

市町村総合
事務組合 4 行政実務研修・政策課題研修

派遣研修 0 自治大学校・市町村アカデミーなど
浜田市・
江津市研修 14 服務・倫理・健康・人権研修会など

各課独自研修 9 実務研修など

（単位：人）
区　分 人数 内　　容

健康
診断

定期健康診断 1 広域行政組合が実施する一般健
診

人間ドック 3 市町村職員共済組合が実施する総
合健診

特殊健診 1 じん肺健診・騒音健診

公務・通勤災害補償 0 地方公務員災害補償基金が行う
補償

※　短時間再任用職員は含んでいません。

（令和４年度中）
区　　分 状　況

勤務条件に関する措置の要求の状況 該当なし
不利益処分に関する審査請求の状況 該当なし

地方公務員法などの定めに基づき、営利企業などに再就職
した退職者による現職職員への働きかけなどを規制するほか、
退職職員からの届出に基づく再就職の状況を公表します。
　届出及び公表は、管理職であった者が営利企業などの常勤
の役職員、又は非常勤の役員に就任した場合としています。

（単位：人）
区　　分 管理者数 件数

退職時に管理職であった者の数、再就職の
届出数（令和４年度末退職職員） 0 0

働きかけなどに関する公平委員会からの調査の要求 0

　浜田地区広域行政組合（浜田市・江津市で構成）では、介護保険業務、可燃ごみの処理業務などを行っています。
　組合の人事行政の運営における公平性と透明性を高めることを目的として、地方公務員法及び浜田地区広域行政
組合人事行政の運営などの状況の公表に関する条例に基づき、職員の任用・職員数・勤務時間そのほかの勤務条件
など人事行政の運営の状況についてお知らせします。

「浜田地区広域行政組合において浜田市の条例を準用する条例」第１条第２号（情報公開に関する事項）
及び同条第３号（個人情報保護に関する事項）の規定に基づき、令和４年度の各制度の運用状況を公表します。

１　情報公開制度の運用状況
⑴　開示請求

請求件数
決定区分

取下げ
全部開示 部分開示 不開示

3 － 2 １ －
⑵　審査請求　なし

令和４年度人事行政の運営などの状況の公表浜田地区
広域行政組合

広域行政組合の情報公開制度・
個人情報保護制度の運用状況

広域圏だより

２　職員の人事評価及び勤務評定の状況

３　部門別職員数の状況

４　職員の勤務時間などの状況

５　職員の休暇などの状況

６　職員の分限及び懲戒処分の状況

７　職員の服務の状況

８　職員の退職管理の状況

９　職員の研修の状況

10　職員の福祉及び利益の保護の状況

11　公平委員会の業務の状況

２　個人情報保護制度の運用状況
⑴　開示請求　　　　　　　　　　　　　（単位：件）

請求件数
決定区分

取下げ
全部開示 部分開示 不開示

4 4 － － －
⑵　訂正請求・利用停止請求　なし

登下校中に、通学路で児童・生徒が犯罪に巻き込まれる事件が全国的に発生しています。
防犯で重要なのは、ご近所の皆さんの「地域の目」です。地域に住む大人のまなざしと声がけが、

事件や事故の発生を減らすことにつながります。また、夏休みの期間は、子どもたちが家庭や地域で
過ごす時間が増えます。ながら見守りで日常生活を送りながら、子どもたちの安全を見守りましょう。

ウォーキングしながら 愛犬の散歩をしながら 庭の花に水をやりながら

「ながら見守り」にご協力を
　　～子どもたちの安全を守るために～

気
負
わ
ず
、
構
え
す
ぎ
ず
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を

　
　
　
　
　
見
守
り
ま
し
ょ
う

問合せ　浜田市防犯協会　浜田警察署　　　　　　　☎㉒０１１０
　　　　浜田市教育委員会浜田子ども安全センター　☎㉕９７１１

世界大会出場

問合せ　浜田地区広域行政組合総務課総務係
　　　　☎０８５５53５０８２

祝 おめでとうございます

世界大会への出場報告のため、市役所
を訪問された選手の健闘を称えました。

第１回世界ろう者ユース卓球選手権大会
（台湾・台北市：７月９日～12日）

佐々岡希花さん（浜田ろう学校中学部２年）
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協力してそばを打つ児童

ステージを盛り上げる旭中学校吹奏楽部

記念講演の様子

全力でゴールを目指す参加者

　６月22日㈭から24日㈯の３日間、杵束まちづくりセンターの
主催で、弥栄小学校５・６年生を対象とした通学合宿が開催さ
れました。７人の参加者は親元を離れ、集団生活の中でそば打
ち体験、食事や就寝の準備や片付けなどの日常生活の基本と礼
儀を学びました。最終日には、浜田親子共育応援プログラム事
業として、保護者と一緒にお絵描き伝言ゲームを行い、相手に
伝えることの難しさを学びました。
　参加した児童は、「集団生活をとおして、協力すること、思い
やること、譲り合うことの大切さを学んだ」と話していました。

６月18日㈰、鎌倉・室町時代に、現在の三隅地域一帯を治め
た「三隅氏」の発祥800年を記念したイベントが三隅中央会館で
開催されました。これは、町内の有志が昨年９月に結成した「三
隅氏発祥800年の会」が開催する記念事業のメインイベントで、
三隅氏が領地を治め始めたとされる６月20日にちなんで開催さ
れたものです。
　当日は記念講演や神楽の上演、屋台の出店があり、約300人が
地域の歴史を振り返りました。丸山義尚会長は「地域の子ども
たちの未来につながる活動になれば」と話していました。

　６月17日㈯、市木ふれあい広場（旧市木小学校）で、４年振
りに「なんっと舞いんさる！ほーほーほたるこい祭り」が開催
され、県内外から400人を超える来場がありました。
　当日は、地元の有志による出店のほか、市木つくしの会によ
るソーラン祭り節、旭中学校吹奏楽部の演奏、石見神楽、ほた
るの一生にまつわる話や和太鼓の上演が催されました。
　また、日暮れから会場そばの八戸川沿いでほたるが飛び始め、
訪れた人は、この地域ならではの光景を眺めながら、初夏のひ
とときを満喫していました。

　６月11日㈰、旧木田小学校で４年振りに「元祖雑巾がけタイ
ムトライアルin木田」が開催され、市内外から68人の参加があ
りました。これは、戦前に建てられた貴重な木造校舎を活用し、
地域の活性化につなげようと、木田地区振興協議会が企画した
もので、木造の廊下を雑巾がけする速さを競いました。一生懸
命な姿や、思いがけずバランスを崩す様子に、観客からは大き
な声援と拍手が送られ、笑いに包まれました。
　参加者は、「姿勢がしんどいけれど楽しかった」「校舎をきれ
いにするために参加した」など、笑顔で話していました。

ほたる舞うふるさと
～ ほーほーほたるこい祭り ～

あさひ

未来へつなごう　郷土の誇り
～ 三隅氏発祥800年まつり ～

みすみ

歴史ある校舎の廊下がぴかぴかに
～ 元祖雑巾がけタイムトライアルin木田 ～

あさひ

集団生活を学び一回り成長
～ 通学合宿 ～

やさか

避難訓練の様子

むしろ作りを体験する生徒

梅狩りの様子

　６月４日㈰、三隅梅林公園で恒例の梅狩りが行われました。
この催しは、昭和47年に植樹した「豊後」、「青軸」など７品種
約1,000本の梅の木が収穫時期を迎えるこの時期に、公園を開放
し開催しているものです。
　当日は天候にも恵まれ、市内外から家族連れなど約500人が来
場し、たわわに実った梅の実を袋いっぱい収穫していました。
　参加者は、「今年は、梅の実が大きくて良かった。梅干や梅酒
などを作りたい」と満足そうに話していました。

　６月２日㈮、金城中学校の２年生37人が６班に分かれて、各
地区の施設でふるさと再発見学習を行いました。
　美又地区の班は、豆腐や醤油を製造している夢はち工房を見
学して話を聞いた後、民具継承館に行き、むしろを実際に織っ
たり、唐

からうす

臼という米などをつく道具を踏むなどして古民具に触
れました。最後は、温泉総選挙で環境大臣賞を受賞した美又温
泉の足湯につかり、ふるさとの魅力を再確認しました。
　生徒は、「昔の人がどれだけ苦労してものづくりをしていたの
かよく分かった」と感想を話していました。

　５月14日㈰、弥栄の自然と環境をまもる会・島根県自然観察
指導員連絡協議会の共催で、弥畝山自然観察会が開催されまし
た。参加者16人は、植物の葉に触れ、カッコーの鳴き声を聞き、
クロモジの匂いを嗅ぎながら、散策を楽しみました。休憩地の
十文字山ブナ植物群落保護林では、霧に覆われ幻想的な絶景と
なり、自然が織りなす神秘性を感じながら、森林浴を満喫しま
した。
　参加者は、「貴重な動植物が生育する環境を学びながら、自然
を五感で感じることができた」と話しました。

ふるさとの魅力を体験
～ ふるさと再発見学習 ～

かなぎ

大きく実った梅を楽しく収穫
～ 三隅梅林公園の梅狩り ～

みすみ

五感で触れる森林散策
～　弥畝山自然観察会　～

やさか

突然の災害に備えて
～ 浜田市総合防災訓練 ～

全地域

幻想的で神秘的なブナ林を散策する参加者

　６月４日㈰、浜田市総合防災訓練を実施し、市内全域で351団
体6,943人、社会福祉施設６施設215人が避難訓練に参加しまし
た。
　この日は、「水害・土砂災害における防災活動」をテーマに、
市役所が行った災害対策本部訓練にあわせて、町内会、自主防
災組織、まちづくり委員会などを中心とした避難訓練が行われ
ました。
　避難訓練の参加者は、「地域の連帯感や防災に関する意識が高
まった」と話していました。



安
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市長日記元気な浜田をつくります （令和５年６月）

いわみ子供神楽フェスタ2023に出席しま
した（６月25日）

島根県立大学村山ゼミの皆さんから活動報告を
受け、浜田市におけるまちづくりセンターの役割
などについて意見交換を行いました（６月23日）

浜田市長杯グラウン
ドゴルフ大会に出席

しました（６月22日
）

温泉総選挙2022において、美又温泉が環
境大臣賞を受賞し、表彰式に出席しまし
た（６月20日）

三隅氏発祥800年まつりに出席しました
（６月18日）

なんっと舞いんさる！ほーほーほたるこ
い祭りに出席しました（６月17日）

国際ソロプチミスト浜田から、子育て支
援事業への寄付金をいただきました
（６月14日）

浜田法人会社団化創立40周年記念式典に
出席しました（６月12日）

丸山達也島根県知事に、国・県に対する
重点要望書を提出しました（６月９日）

浜田青年会議所創立65周年記念式典に出席しました（６月４日）
浜田市総合防災訓練を行いました
（６月４日）

江東区の木村弥生区長を訪問し、8月の深川八幡
祭りの際に、富岡八幡宮で石見神楽を上演するこ
とを報告し、ご支援をお願いしました（６月１日）
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安
全
安
心

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」

で
す

救
急
業
務
や
救
急
医
療
体
制
を
正

し
く
理
解
し
て
も
ら
い
、
よ
り
一
層

の
救
命
率
向
上
を
図
る
た
め
、
毎
年

９
月
９
日
を
「
救
急
の
日
」、
こ
の

日
を
含
む
１
週
間
（
９
月
3
日
㈰
〜

9
日
㈯
）
を
「
救
急
医
療
週
間
」
と

し
、
全
国
的
に
普
及
啓
発
運
動
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
救
急
の
日
」
及
び
「
救
急
医
療

週
間
」
を
通
じ
て
、
救
急
車
の
正
し

い
利
用
方
法
や
、
家
庭
で
の
事
故
の

予
防
、
家
庭
で
で
き
る
応
急
手
当
に

つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

救
急
受
診
ア
プ
リ
の
紹
介

救
急
車
を
呼
ぶ
か
、
様
子
を
見
る

べ
き
か
判
断
に
迷
う
こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
に
役
立
つ
、

全
国
版
救
急
受
診
ア
プ
リ（
愛
称「
Q

助
」）が
配
信
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

救
命
講
習
の
案
内

①
A
E
D
使
用
な
ど
の
応
急
手
当
講

習
（
子
ど
も
の
体
調
急
変
）

日
時

９
月
3
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

和
室

1
〜
3

定
員

10
人
程
度

料
金

無
料

②
A
E
D
使
用
な
ど
の
応
急
手
当
講

習
（
大
人
の
体
調
急
変
）

日
時

９
月
9
日
㈯

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

和
室

1
〜
3

定
員

10
人
程
度

料
金

無
料

※

受
講
者
に
は
修
了
証
を
交
付
し

ま
す
。

問
合
せ
浜
田
消
防
署
救
急
第
一
係・

救
急
第
二
係

☎
㉒
1
２
２
９

AEDマップは
こちらからも
入れます 端末の

画面イメージ

全国版救急受診　
アプリはこちら
からも入れます

地
震
・
風
水
害
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
災
害
時
に
、
国
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
緊
急
情
報
を
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
っ
て
伝

達
す
る
た
め
の
全
国
一
斉
情
報
伝
達

試
験
を
行
い
ま
す
。

J
ア
ラ
ー
ト
全
国
一
斉
情
報

伝
達
試
験
を
行
い
ま
す

使
用
方
法

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
込
み

「
お
気
に
入
り
」
な
ど
に
登
録
し
て

お
使
い
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
位
置
情

報
（
G
P
S
機
能
）
を
O
N
に
す
る

と
自
分
の
位
置
情
報
や
A
E
D
の
位

置
情
報
、
設
置
事
業
所
の
情
報
や
目

標
ま
で
の
経
路
を
示
し
ま
す
。

問
合
せ

消
防
本
部
警
防
課

救
急
企
画
係

☎
㉕
５
１
６
７

近
く
の
A
E
D
を
探
す

目
の
前
で
人
が
倒
れ
た
場
合
、
近

く
の
A
E
D
を
探
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。
A
E
D
マ
ッ
プ
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
に
あ
ら
か
じ
め
登
録
し

て
お
け
ば
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
便

利
で
す
。

内
閣
府
で
は
、
地
震
防
災
対
策
に

お
い
て
、
減
災
目
標
の
達
成
を
目
指

し
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
て
対
策
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、

内
閣
府
で
は
、
今
後
の
防
災
対
策
に

向
け
て
、
皆
さ
ん
の
声
を
反
映
さ
せ

る
た
め
避
難
意
識
な
ど
に
関
す
る
調

査
を
実
施
し
ま
す
。
１
人
で
も
多
く

の
人
の
意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き

た
い
の
で
、ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

回
答
フ
ォ
ー
ム
U
R
L

https://en.surece.co
.jp/

kaiko2023/
回
答
期
限

８
月
31
日
㈭
予
定

回
答
の
際
は
以
下
の
点
に
ご
注
意
く

だ
さ
い

・
回
答
は
ひ
と
り
１
回
限
り
で
す
。

・
回
答
の
途
中
で
一
時
保
存
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
選
択
式
の
設
問
は
該
当
す
る
選
択

肢
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
記
述
式
の
設
問
は
可
能
な

限
り
具
体
的
に
回
答
し
て
く
だ
さ

い
。

・
お
答
え
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
個

人
が
特
定
で
き
な
い
よ
う
に
取
り

ま
と
め
、
今
後
の
防
災
対
策
の
検

討
に
活
用
し
ま
す
。

問
合
せ

内
閣
府
政
策
統
括
官
（
防

災
担
当
）
付
参
事
官
（
防
災
計
画

担
当
）
付

☎
０
３
‐
３
５
０
１
‐
６
９
９
６

住民アンケートは
こちらからも入れます

こ
の
試
験
で
は
、
市
内
全
て
の
防

災
行
政
無
線
か
ら
放
送
が
流
れ
る
ほ

か
、
防
災
防
犯
メ
ー
ル
、
浜
田
市
公

式
L
I
N
E
な
ど
か
ら
試
験
電
文

メ
ー
ル
が
配
信
さ
れ
ま
す
。

試
験
日
時

８
月
23
日
㈬

午
前
11
時
頃

防
災
行
政
無
線
放
送
内
容

「
こ
れ
は
、
J
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス

ト
で
す
」
×
３
回

「
こ
ち
ら
は
防
災
浜
田
市
で
す
」

※

前
後
に
チ
ャ
イ
ム
音
が
鳴
り
ま

す
。

メ
ー
ル
・
L
I
N
E
な
ど
の
内
容

「
件
名
：
全
国
一
斉
情
報
伝
達
試

験
」

「
本
文
：
こ
れ
は
、
J
ア
ラ
ー
ト

の
テ
ス
ト
で
す
」

問
合
せ

防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

☎
㉕
９
１
２
２

地
震
防
災
対
策
の
現
状
調
査

に
関
す
る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
ま
す
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活・環
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住
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性
化
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育
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健
康・福
祉

保
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療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
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域
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性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ
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コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書
交
付

を
一
時
休
止
し
ま
す

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
の
た
め
、
次

の
期
間
は
コ
ン
ビ
ニ
に
設
置
し
て
あ

る
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
か
ら
証
明
書
の

発
行
は
で
き
ま
せ
ん
。

コ
ン
ビ
ニ
発
行
で
き
な
い
日
時

8
月
23
日
㈬

午
後
6
時
〜

　
　
　
24
日
㈭

午
前
６
時
30
分

問
合
せ

総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

☎
㉕
９
４
０
０

生
活
・
環
境

８月側溝消毒予定表
日 曜 場　所

７ 月 下府町１～3・6－１、上府町伊甘
８ 火 上府町三宅、外ノ浦町、松原町１～3・６・８
９ 水 松原町４・５・７・８、殿町１・６～８
10 木 殿町１～５、田町２～５
14 月 田町１、琵琶町、朝日町１～６・９・10
21 月 朝日町１～４・６～８、牛市町
22 火 紺屋町２・３、天満町、新町、錦町
23 水 蛭子町、栄町、片庭町
24 木 港町１～４
28 月 京町､ 高田町､ 清水町､ 真光町
29 火 原町、瀬戸見町、元浜町
30 水 原井町
31 木 瀬戸ヶ島町、港町５、大辻町
※　週４日（月～木曜日）の作業です。
※　雨天などにより中止した場合、金曜日に実施するこ
とがあります。

問合せ　環境課廃棄物衛生係　☎㉕９４３０

「
細
菌
」
が
原
因
と
な
る
食
中
毒

は
、
夏
場
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
の
原
因
と
な
る
細
菌
の
代
表
的
な

も
の
は
、
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
（O

１
５
７
、O

１
１
１
な
ど
）
や
カ

ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌

な
ど
で
す
。
食
中
毒
予
防
の
3
原
則

を
守
っ
て
健
康
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

食
中
毒
予
防
の
3
原
則

食
中
毒
の
原
因
は
「
つ
け
な
い
・
増

や
さ
な
い
・
や
っ
つ
け
る
」

【
つ
け
な
い
】

・
石
け
ん
と
流
水
で
丁
寧
に
手
を
洗

い
、
調
理
器
具
は
使
用
の
都
度
き

れ
い
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。

・
焼
肉
な
ど
で
は
、
生
の
肉
を
つ
か

む
箸
と
焼
け
た
肉
を
つ
か
む
箸
は

別
の
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
食
品
を
保
管
す
る
と
き
に
は
、
密

封
容
器
に
入
れ
た
り
、
ラ
ッ
プ
を

掛
け
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

【
増
や
さ
な
い
】

・
食
べ
物
に
付
着
し
た
菌
を
増
や
さ

な
い
た
め
に
は
、
低
温
で
保
存
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
肉
や
魚
な

ど
の
生
鮮
食
品
や
惣
菜
な
ど
は
、

購
入
後
、
で
き
る
だ
け
早
く
冷
蔵

庫
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

・
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
も
細
菌
は
ゆ
っ

く
り
と
増
殖
す
る
の
で
、
温
度
管

理
に
気
を
付
け
、
早
め
に
食
べ
切

り
ま
し
ょ
う
。

【
や
っ
つ
け
る
】

・
調
理
器
具
は
煮
沸
消
毒
や
漂
白
剤

で
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

・
食
品
は
、
中
心
部
の
温
度
75
℃
で
、

１
分
以
上
加
熱
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

ア
ニ
サ
キ
ス
食
中
毒
に
注
意
し
ま

し
ょ
う

生
鮮
魚
介
類
に
寄
生
し
た
ア
ニ
サ

キ
ス
幼
虫
（
寄
生
虫
）
に
よ
る
食
中

毒
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
主
に
サ

バ
・
ア
ジ
・
カ
ツ
オ
・
イ
カ
な
ど
の

魚
介
類
の
内
臓
に
寄
生
し
て
い
ま
す

が
、
魚
介
類
が
死
亡
す
る
と
内
臓
か

ら
身
（
筋
肉
）
に
移
動
す
る
た
め
、

刺
身
な
ど
の
生
で
食
べ
る
料
理
の
際

は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

・
新
鮮
な
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

丸
ご
と
1
匹
購
入
し
た
際
は
、
す

ぐ
に
内
臓
を
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

・
内
臓
を
生
で
食
べ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

・
目
視
で
確
認
し
て
、
ア
ニ
サ
キ
ス

幼
虫
が
い
た
場
合
は
除
去
し
ま

し
ょ
う
。

・
ア
ニ
サ
キ
ス
幼
虫
は
酢
漬
け
や
塩

漬
け
で
は
死
滅
し
ま
せ
ん
。

問
合
せ

環
境
課
廃
棄
物
衛
生
係

☎
㉕
９
４
３
０

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
印

鑑
登
録
証
明
書
を
窓
口
交
付

で
き
ま
す

こ
れ
ま
で
印
鑑
登
録
証
明
書
の
窓

口
交
付
に
は
、
必
ず
印
鑑
登
録
証
の

提
示
が
必
要
で
し
た
。

こ
の
た
び
、
本
人
が
来
庁
す
る
場

合
に
限
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
提
示
す
る
こ
と
で
印
鑑
登
録
証
明

書
を
交
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

交
付
場
所

・
本
庁
舎
１
階
総
合
窓
口
課

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

・
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
地
域
行

政
窓
口

早
め
に
計
画
し
ま
し
ょ
う

し
尿
収
集
の
お
盆
休
み

お
盆
の
し
尿
収
集
業
務
は
、
次
の

期
間
休
み
と
な
り
ま
す
。

浜
田

・
㈲
浜
田
浄
化
セ
ン
タ
ー

☎
㉒
０
３
３
７

８
月
11
日
㈷
〜
15
日
㈫

・
門
田
産
業
㈲

☎
㉒
３
３
２
２

８
月
12
日
㈯
〜
15
日
㈫

金
城

・
㈲
ダ
イ
ヤ
環
境
衛
生

☎
㉓
１
１
６
９

８
月
11
日
㈷
〜
16
日
㈬

金
城
・
旭
・
弥
栄

・
㈲
江
津
衛
生
公
社

☎
０
８
５
５
52
４
０
０
０

８
月
11
日
㈷
〜
16
日
㈬

三
隅

・
㈲
石
見
環
境
整
備

☎
32
０
０
０
３

８
月
13
日
㈰
〜
15
日
㈫

問
合
せ

環
境
課
廃
棄
物
衛
生
係

☎
㉕
９
４
３
０

証
明
手
数
料

１
枚
３
０
０
円

問
合
せ

総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

☎
㉕
９
４
０
０

住

宅

空
き
家
の
適
切
な
管
理
を
お

願
い
し
ま
す

市
内
で
は
年
々
空
き
家
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
長
い
間
、
誰
も
住
ん
で

い
な
い
空
き
家
は
、
急
速
に
老
朽
化

が
進
み
、
屋
根
瓦
の
落
下
、
壁
材
の

は
が
れ
、
建
物
の
倒
壊
な
ど
に
よ

り
、
周
囲
に
大
変
迷
惑
が
か
か
り
ま

す
。
ま
た
、
犯
罪
が
起
き
た
り
、
放

火
や
火
遊
び
の
原
因
に
も
な
り
ま

す
。空

き
家
は
、
そ
の
所
有
者
が
管
理

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
仮

に
、
空
き
家
が
原
因
で
事
件
事
故
が

起
き
た
場
合
は
、
所
有
者
が
責
任
を

問
わ
れ
ま
す
。
空
き
家
の
所
有
者

は
、適
切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
の
支
援

危
険
な
状
態
に
あ
る
空
き
家
の
解

消
を
図
る
た
め
、
市
に
は
次
の
支
援

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。
な
お
、
支
援
を
受
け
る
た

め
に
は
、
解
体
前
の
申
請
が
必
須
と

な
り
ま
す
の
で
、
危
険
な
空
き
家
の

解
体
を
検
討
し
て
い
る
人
は
、
必
ず

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

解
体
業
者
を
介
し
て
も
か
ま
い
ま
せ

ん
。

浜
田
市
特
定
空
家
等
除
却
促
進
事
業

危
険
な
空
き
家
を
解
体
す
る
場
合

に
、
解
体
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。
補
助
額
は
、
解
体
費
用
の
約
4

割
で
、
上
限
50
万
円
で
す
。

浜
田
市
特
定
空
家
等
対
策
事
業

市
街
地
に
あ
る
危
険
な
空
き
家
と

そ
の
土
地
を
市
に
寄
附
し
て
い
た
だ

き
、
市
が
そ
の
空
き
家
を
解
体
し
、

跡
地
は
地
域
活
性
化
の
た
め
の
用
地

と
し
て
地
域
住
民
に
維
持
管
理
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※

こ
れ
ら
の
事
業
の
対
象
と
な
る

空
き
家
の
要
件
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

建
築
住
宅
課
指
導
係

☎
㉕
９
６
３
２

産

業

地
域
活
性
化

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
の
募
集

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
が
令
和
６
年
２
月
29
日
に
任

期
満
了
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
新
た

な
委
員
の
候
補
者
を
募
集
し
ま
す
。

ま
た
、
性
別
や
年
齢
に
関
わ
ら
ず
、

女
性
や
青
年
農
業
者
、
認
定
農
業
者
、

地
域
農
業
の
振
興
に
理
解
の
あ
る
住

民
な
ど
の
多
様
な
人
材
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
農
業
委
員
会
の
活
動
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
。

主
な
業
務

・
農
地
の
権
利
移
動
、
転
用
の
許
可

な
ど
の
審
議
及
び
決
定
並
び
に

こ
れ
ら
に
関
す
る
現
地
調
査
（

た
だ
し
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
に
つ
い
て
は
、
決
定
で
な
く

助
言
を
行
う
も
の
で
す
）

・
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約

化
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
抑
制
・

解
消
並
び
に
新
規
参
入
の
促
進
な

ど
に
伴
う
現
地
調
査
及
び
指
導

・
農
家
か
ら
の
相
談
対
応
及
び
農
家

へ
の
助
言
・
指
導

任
期

令
和
６
年
３
月
１
日
〜
令
和

９
年
２
月
28
日
（
３
年
間
）

応
募
期
間

８
月
１
日
㈫
〜
31
日
㈭

応
募
方
法

農
業
委
員
と
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
と
も
に
「
推

薦
」
と
「
応
募
（
自
薦
）」
の
２

種
類
の
応
募
方
法
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
農
業

委
員
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
合
せ

農
業
委
員
会
事
務

局
へ

☎
㉕
９
８
２
０

「
中
退
共
」
は
中
小
企
業
の
た
め

の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

・
外
部
積
立
型
の
た
め
、
管
理
や
運

用
の
手
間
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

・
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
手
数
料
も

か
か
り
ま
せ
ん
。

・
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
も
ご
加
入
い
た

だ
け
ま
す
。

・
ほ
か
の
退
職
金
、
企
業
年
金
制
度

な
ど
へ
資
産
移
換
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。

※

詳
し
く
は
、
勤
労
者
退
職
金
共

済
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

https://chutaikyo.taisyokukin.
go.jp/

問
合
せ

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３
‐
６
９
０
７
‐
１
２
３
４

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

農
業
委
員
会
で
は
、
7
月
下
旬
か

ら
10
月
下
旬
に
か
け
て
、
農
地
利
用

状
況
調
査
（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）
を

実
施
し
ま
す
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

　
　
　
　
　
　
行
い
ま
す

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
農
地
法
に
基

づ
い
て
行
う
も
の
で
、
農
業
委
員
・

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
調
査

員
と
し
て
地
区
の
農
地
を
見
回
る
こ

と
で
、
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
農
地
の

有
無
や
、
許
可
を
得
ず
に
農
地
を
農

地
以
外
に
転
用
さ
れ
て
い
な
い
か
な

ど
を
調
査
す
る
も
の
で
す
。

調
査
時
に
は
目
印
と
し
て
、
農
業

委
員
会
の
緑
色
の
帽
子
を
着
用
し
て

い
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
の
結
果
、
耕
作
さ
れ
て
い
な

い
と
思
わ
れ
る
農
地
所
有
者
に
対
し

て
、
今
後
の
利
用
に
つ
い
て
の
意
向

調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
無
断
で
の
農
地
転
用
が
確

認
さ
れ
た
場
合
は
、
農
地
に
戻
す
よ

う
指
導
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

農
地
を
お
持
ち
の
人
は
適
正
な
管

理
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
㉕
９
８
２
０



安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

有

料

広

告

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

2021 広報はまだ：令和５年８月号広報はまだ：令和５年８月号

無
料
表
示
登
記
相
談
会
を
行

い
ま
す

税
務
・
納
税

土
地
・
建
物
の
表
示
に
関
す
る
相

談
を
行
い
ま
す
。

相
談
内
容

土
地
・
建
物
の
表
示
に

関
す
る
登
記
・
境
界
に
関
す
る
こ

と
日
時

８
月
７
日
㈪

午
前
10
時
〜

午
後
３
時

場
所

浜
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

事
前
予
約
可
（
当
日
予
約
可
）

申
込
み
・
問
合
せ

島
根
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
浜
田

支
部
へ

☎
０
９
０-

８
３
６
３-

９
６
３
７

農
業
者
年
金
は
農
業
従
事
者
の
た
め

の
年
金
で
す

農
業
者
が
、
よ
り
豊
か
な
老
後
生

活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
国

民
年
金
に
上
乗
せ
し
た
公
的
な
年
金

制
度
で
す
。

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
国
民
年
金

の
第
1
号
被
保
険
者
で
、
年
間
60
日

以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
人
で
あ

れ
ば
、
ど
な
た
で
も
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
国
民
年
金
の
任
意
加

入
者
に
つ
い
て
は
65
歳
ま
で
加
入
で

き
ま
す
）。

加
入
者
本
人
が
、
自
分
の
年
金
原
資

を
積
み
立
て
る
確
定
拠
出
型
年
金
で

す
自
分
で
積
み
立
て
る
た
め
、
加
入

者
・
受
給
者
の
数
に
よ
っ
て
、
年
金

額
が
影
響
さ
れ
な
い
安
定
し
た
年
金

制
度
で
す
。

保
険
料
は
生
活
設
計
に
合
わ
せ
て
設

定
で
き
ま
す

保
険
料
は
、
加
入
者
が
自
由
に
選

択
で
き
ま
す
。
月
額
最
低
２
万
円
か

ら
最
高
６
万
７
千
円
ま
で
千
円
単
位

で
の
設
定
が
で
き
、
収
入
の
状
況
な

ど
に
応
じ
て
保
険
料
の
増
・
減
額
も

で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
人
に
つ
い
て
は
、
月
額
最

低
1
万
円
か
ら
加
入
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

80
歳
ま
で
の
保
障
が
つ
い
た
終
身
年

金
で
す

加
入
者
が
80
歳
前
に
死
亡
し
た
場

合
、
80
歳
ま
で
に
受
け
取
れ
る
は
ず

で
あ
っ
た
年
金
額
に
相
当
す
る
金
額

が
、
死
亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
㉕
９
８
２
０

農
業
者
年
金
を

　
　
　
　
ご
存
じ
で
す
か

児
童
扶
養
手
当
は
、
市
内
に
住
所

を
有
し
、
支
給
要
件
に
該
当
す
る
児

童
（
18
歳
に
な
っ
た
年
度
の
3
月
31

日
を
迎
え
る
ま
で
の
児
童
又
は
20
歳

未
満
で
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障
が

い
の
状
態
に
あ
る
児
童
）
を
監
護
す

る
父
又
は
母
、
も
し
く
は
父
母
に
代

わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。
ま
た
、

公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
人

で
、
年
金
額
が
児
童
扶
養
手
当
よ
り

低
い
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

支
給
要
件
（
対
象
児
童
）

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

・
父
又
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
又
は
母
が
政
令
で
定
め
る
程
度

の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
児
童

・
父
又
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な

い
児
童

・
父
又
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ

保
護
命
令
を
受
け
た
児
童

・
そ
の
ほ
か
、
前
記
に
準
ず
る
状
態

に
あ
る
児
童
で
政
令
で
定
め
る
も

の
※

父
又
は
母
が
事
実
上
婚
姻
関
係

に
あ
る
場
合
な
ど
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。

子

育

て

児
童
扶
養
手
当
に
関
す
る

お
知
ら
せ

支
給
月
額
（
児
童
１
人
の
場
合
）

全
部
支
給

４
４
１
４
０
円

一
部
支
給

４
４
１
３
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
４
１
０
円

※

支
給
額
は
、
支
給
対
象
者
の
所

得
額
に
応
じ
て
異
な
り
、
所
得
制

限
も
あ
り
ま
す
。

※

児
童
２
人
以
上
の
場
合
な
ど
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
を
忘
れ
ず

に
し
て
く
だ
さ
い

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、
毎
年
８
月
１
日
現
在
の
状
況

を
８
月
中
に
届
け
出
て
、
受
給
資
格

を
更
新
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
届
出
を
し
な
い
と
、
受
給
資
格
が

あ
っ
て
も
引
き
続
き
手
当
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
届
出
を
せ
ず
に
２
年
を
経

過
す
る
と
、
時
効
に
よ
り
手
当
を
受

け
る
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
該
当
す
る
人
に

は
、
７
月
末
に
個
人
通
知
を
し
て
い

ま
す
。

届
出
期
間

８
月
１
日
㈫
〜
31
日
㈭

問
合
せ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課

子
ど
も
政
策
係

☎
㉕
９
３
３
１

健
康
・
福
祉

特
別
児
童
扶
養
手
当
及
び
特

別
障
害
者
手
当
な
ど
の
令
和

５
年
度
所
得
状
況
届
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い

特
別
児
童
扶
養
手
当
及
び
特
別
障

害
者
手
当
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
人

は
、
前
年
中
の
所
得
な
ど
の
状
況
を

届
け
出
て
、
翌
年
7
月
ま
で
の
手
当

の
支
給
の
要
否
の
認
定
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
届
出
を
し
な
い
と
、
受
給
資

格
が
あ
っ
て
も
、
引
き
続
き
手
当
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
転
居
な
ど
支
給
要
件
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
忘
れ
ず
に
14

日
以
内
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

該
当
す
る
人
に
は
、
個
別
に
案
内

し
ま
す
の
で
、
期
間
内
に
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

届
出
期
間

8
月
10
日
㈭
〜
9
月
11
日
㈪

特
別
児
童
扶
養
手
当

※

受
給
者
本
人
の
単
身
赴
任
な
ど

で
、
受
給
者
と
対
象
児
童
が
別
居

し
て
い
る
場
合
は
、「
別
居
監
護

事
実
に
つ
い
て
の
確
認
願
書
」
に
、

居
住
地
域
の
民
生
委
員
の
証
明
を

受
け
、
他
の
必
要
書
類
と
併
せ
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
対
象
児
童
が
養
護
学
校
の
寄
宿

舎
に
入
寮
し
て
い
る
た
め
、
受
給

者
と
別
居
し
て
い
る
場
合
は
、
在

舎
証
明
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
・
問
合
せ

・
地
域
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

☎
㉕
９
３
２
２

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

熱
中
症
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

特
に
注
意
が
必
要
な
人

・
高
齢
者
・
幼
児
・
持
病
が
あ
る
人
・

肥
満
の
人
・
体
調
の
悪
い
人
・
暑

さ
に
慣
れ
て
い
な
い
人

熱
中
症
の
予
防
ポ
イ
ン
ト
6
か
条

①
の
ど
が
か
わ
い
て
い
な
く
て
も
こ

ま
め
に
水
分
補
給

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
水
筒
を
持
ち
歩

く
（
1
日
に
あ
た
り
飲
料
と
し
て

と
る
水
分
は
１
・
２
リ
ッ
ト
ル
程

度
が
目
安
）。

・
汗
を
か
く
と
き
は
ス
ポ
ー
ツ
飲
料

や
、
水
か
お
茶
１
リ
ッ
ト
ル
に
対

し
、
塩
ひ
と
つ
ま
み
程
度
の
塩
分

補
給
も
大
切
。
水
分
や
塩
分
の
摂

取
量
は
、
か
か
り
つ
け
医
に
確
認

を
。

②
今
い
る
場
所
の
気
温
・
湿
度
を
こ

ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク

・
環
境
省
の
熱
中
症
予
防
情
報
サ
イ

トhttps://w
w
w
.w
bgt.env.

go.jp/

で
暑
さ
指
数
を
確
認
し
、

徹
底
し
た
予
防
行
動
を
。

③
疲
れ
を
た
め
ず
、
適
度
に
休
息
を

④
風
通
し
の
よ
い
服
装
で
、
日
よ
け

対
策
を

⑤
日
頃
か
ら
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

食
事
と
体
力
づ
く
り
を
心
が
け

⑥
み
ん
な
で
声
を
か
け
あ
う

節
電
し
な
が
ら
快
適
に

・
冷
房
・
扇
風
機
の
併
用
で
冷
気
を

循
環

・
打
ち
水
や
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

・
保
冷
剤
・
氷
で
体
を
冷
や
す

・
涼
し
い
場
所
や
施
設
の
利
用
を

熱
中
症
の
症
状

め
ま
い
、
た
ち
く

ら
み
、
の
ど
の
渇
き
（
感
じ
な
い

こ
と
も
）、
体
が
だ
る
い
、
頭
が

ぼ
ん
や
り
す
る
、
頭
痛
、
吐
き
気
、

意
識
が
な
い
、
け
い
れ
ん

熱
中
症
か
な
？
と
思
っ
た
ら

・
涼
し
い
場
所
へ
避
難
さ
せ
る

・
衣
服
を
ゆ
る
め
、
体
を
冷
や
す

・
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
で
水

分
・
塩
分
を
補
給
す
る

・
自
力
で
水
が
飲
め
な
い
、
意
識
が

な
い
場
合
は
直
ち
に
救
急
車
を
呼

ぶ
問
合
せ

健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ

く
り
係

☎
㉕
９
３
１
１

市
で
は
、
生
活
習
慣
病
や
が
ん
な

ど
の
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
、

生
活
改
善
を
目
的
と
し
て
、「
巡
回

総
合
ド
ッ
ク
」
を
行
い
ま
す
。

巡
回
総
合
ド
ッ
ク
の

　
　
追
加
募
集
を
行
い
ま
す

短
時
間
（
約
1
時
間
）
で
、
い
ろ

い
ろ
な
検
査
が
受
け
ら
れ
、
歯
科
医

院
で
の
歯
周
疾
患
検
診
も
受
け
ら
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

実
施
日
・
会
場
（
定
員
）

・
９
月
13
日
㈬

三
隅
保
健
セ
ン

タ
ー
（
７
人
）

・
９
月
14
日
㈭

雲
城
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
（
18
人
）

・
９
月
15
日
㈮

総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
７
人
）

・
９
月
26
日
㈫

都
川
高
齢
者
活
動

促
進
セ
ン
タ
ー
（
10
人
）

対
象
者

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

・
20
歳
か
ら
74
歳
ま
で
（
昭
和
24
年

４
月
１
日
〜
平
成
16
年
３
月
31
日

生
）
の
浜
田
市
に
住
民
票
が
あ
る

人
・
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

・
ほ
か
の
ド
ッ
ク
な
ど
を
受
診
し
な

い
人
及
び
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
が
ん
検

診
の
助
成
を
受
け
な
い
人

歯
周
疾
患
検
診

実
施
期
間

決
定
通
知
日
〜
11
月
30

日
㈭

会
場

市
内
歯
科
医
院
（
申
込
者
へ

は
別
途
通
知
し
ま
す
）

申
込
期
間

８
月
31
日
㈭
ま
で
（
定
員
に
な
り

次
第
終
了
し
ま
す
）

自
己
負
担
金
（
ド
ッ
ク
の
受
診
日
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

・
20
〜
39
歳

３
０
０
０
円

・
40
〜
74
歳

８
０
０
０
円

検
査
委
託
機
関

・
Ｊ
Ａ
島
根
厚
生
連

・
歯
周
疾
患
検
診
は
市
内
歯
科
医
院

検
査
項
目

全
年
齢
対
象

・
問
診
、
血
圧
測
定
、
身
体
計
測
、

心
電
図
検
査
、
腹
部
エ
コ
ー
検
査

（
肝
臓
・
腎
臓
・
す
い
臓
・
胆
の

う
・
脾
臓
）、
血
液
検
査
（
白
血

球
、
赤
血
球
、
血
色
素
、
ヘ
マ
ト

ク
リ
ッ
ト
、血
小
板
）・生
化
学（
肝

機
能
検
査
、
腎
機
能
検
査
、
血
中

脂
質
検
査
、
血
糖
検
査
、
痛
風
検

査
）、
尿
検
査
（
蛋
白・糖・潜
血
）、

内
科
診
察

・
歯
周
疾
患
検
診
（
別
途
医
療
機
関

へ
受
診
が
必
要
で
す
）

40
〜
74
歳
対
象

・
胃
部
バ
リ
ウ
ム
検
査
、
胸
部
Ｘ
線

検
査
、
便
潜
血
検
査
、
前
立
腺
疾

患
検
査
（
50
歳
以
上
男
性
）

血
液
検
査
（
Ｈ
Ｂ
S
抗
原
、
Ｈ
C

Ｖ
抗
体
、
甲
状
腺
検
査
、
ペ
プ
シ

ノ
ゲ
ン
検
査
、
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）、
眼
底

検
査
、
眼
圧
検
査
、
視
力
検
査
、

聴
力
検
査
、
骨
密
度
検
査

申
込
方
法

健
康
医
療
対
策
課
に
事

前
に
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
実
施
日
、
会
場
な
ど
を
確

認
後
、
健
康
医
療
対
策
課
又
は
各

支
所
市
民
福
祉
課
に
あ
る
申
請
書

を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ

く
り
係

☎
㉕
９
３
１
１



安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ
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検診前の検温、体調確認のご協力をお願いします。
・マスクの着用は個人の判断となりますが、重症化リスクの高い人（高齢者、基礎疾患のある人、妊婦）に感染を
広げないために、検診時のマスクの着用についてご協力をお願いします。

・年度内に同じ検診を複数回受けた場合は、２回目以降全額自己負担となります。（妊婦検診のHPV検査を含む）。
・各がん検診には標準的な受診間隔があり、その間隔に当てはまらない場合、受診をお断りすることがあります。
・健康手帳をお持ちの人は持参してください。

胃がん検診（要予約）
対象　40歳以上
申込先　健康医療対策課　☎㉕９３１１
　　　　又は各支所市民福祉課

実施日 受付時間 会　場

８月７日㈪
8:30～ 9 :30 杵束まちづくりセンター
10:30～10:45櫟田原公民館
13:00～15:30浜田市役所※浜田合同庁舎から変更になっています

８月28日㈪ 8:30～10:30雲城まちづくりセンター
13:00～15:00三隅保健センター

８月29日㈫
8:30～ 9 :30 久佐まちづくりセンター
10:30～11:30小国まちづくりセンター
13:30～15:00旭保健センター

８月31日㈭
8:30～ 9:45 今福まちづくりセンター
10:30～11:30 美又まちづくりセンター
13:15～14:30 波佐まちづくりセンター

※　午前に受診する場合は、検査前日夜９時以降は絶
食です。午後に受診する場合は、受診６時間前まで
に必ず食事を済ませてください。

※　受診２時間前までは、薬の内服やコップ１杯程度
の飲水は可能です。

※　今までバリウムを飲んでショック又はアレルギー
を起こしたことがある人、腸閉塞になったことがあ
る人、病気のため水分摂取制限がある人は検査でき
ません。

避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラーメン・
ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこ・いもなど

乳がん検診（要予約）
対象　40歳以上の女性で、２年に１回の受診間隔の人
【医療機関で受診する場合】
申込先　浜田医療センター内健診センター
　　　　☎㉘７７００
申込受付時間　10:00～

実施期間
令和６年２月29日㈭まで
毎週火・木・金曜日
当日受付　14:30～15:00
検査時間　15:00～17:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター

８月各種がん検診の日程

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委

員
を
紹
介
し
ま
す

下
記
の
地
区
に
つ
い
て
、
６
月
１

日
㈭
か
ら
新
し
い
民
生
委
員
・
児
童

委
員
が
就
任
さ
れ
ま
し
た（
敬
称
略
）。

任
期
は
令
和
７
年
11
月
30
日
㈰
ま

で
で
す
。

三
隅
地
区

黒
沢
（
黒
沢
１
区
・
黒
沢
２
区
）

民
生
児
童
委
員

村
井
時
夫

問
合
せ

・
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

☎
㉕
９
３
０
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）
を受けられません。

・ペースメーカー装着者・妊娠中の人
・授乳中の人・豊胸手術実施者
・水頭症のためＶＰシャントをしている人
・乳房手術後１年以内の人・卒乳後６か月未満の人

実施日 時　間 会　場

８月１日㈫

9:00～ 9:30杵束まちづくりセンター
9:40～ 9:50野坂下機械倉庫前
10:00～10:20野坂集会所
10:30～10:45六歩谷集会所
10:55～11:15栃木集会所
11:25～11:35稲代集会所
13:00～13:10日高集会所
13:20～13:30交流センターかどた
13:40～13:50高内 広瀬酒店横
14:00～14:10西河内集会所
14:20～14:30小坂集会所

８月２日㈬

8:30～ 8:40大坪集会所
8:55～ 9:05小角集会所
9:20～ 9:30横谷集会所
9:50～10:25弥栄会館
10:45～11:00西の郷ライスセンター
13:00～13:10熊の山集会所
13:40～13:50上田野原集会所

結核肺がん検診（予約不要）　対象　40歳以上
※　事前に問診票を記入の上、受診してください。

子宮頸がん検診（要予約）
【医療機関で受診する場合】
対象　20歳以上59歳までの女性

実施期間
江木医院
令和6年２月29日㈭まで
浜田医療センター内　健診センター
令和6年２月29日㈭まで

実施場所

江木医院　☎㉒１１８１
予約受付時間　8:30～12:00
             14:00～17:00 
浜田医療センター内　健診センター
☎㉘７７００
予約受付時間　10:00～
実施日　毎週月～金曜日
当日受付　 9:00～ 9:30
検査時間　10:00～

【検診車で受診する場合】
対象 20歳以上の女性
申込先　健康医療対策課　☎㉕９３１１
　　　　又は各支所市民福祉課
実施日 受付時間 会　場

８月21日㈪

9:00～9:20 弥栄会館
9:50～10:05 杵束まちづくりセンター
10:35～10:50 石原集会所
11:10～11:25 福井集会所
13:00～13:30 長浜まちづくりセンター

子宮頸がん
検診の申込は
こちらからも
できます

胃がん検診の申込は
こちらからもできます

問合せ 健康医療対策課健康づくり係
　　　　　　　　　　　☎㉕９３１１

８
月
23
日
㈬
〜
29
日
㈫
は
、

全
国
一
斉
「
こ
ど
も
の
人
権

相
談
」
強
化
週
間
で
す

保
険
・
医
療

年

金

福
祉
医
療
費
医
療
証
（
資
格

証
）
更
新
の
お
知
ら
せ

更
新
の
必
要
な
人

福
祉
医
療
受
給
対
象
者
（
有
効
期
限

が
令
和
５
年
９
月
30
日
ま
で
の
人
）

※

現
在
受
給
中
の
人
に
は
、
８
月

上
旬
に
更
新
手
続
の
案
内
を
送
付

し
ま
す
。

提
出
期
限

８
月
25
日
㈮

※

事
務
処
理
の
都
合
上
期
限
を
定

め
ま
す
が
、
期
限
が
過
ぎ
て
も
申

請
は
で
き
ま
す
。

※

所
得
要
件
に
よ
り
、「
福
祉
医

療
受
給
非
該
当
」
と
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

更
新
に
必
要
な
も
の

①
福
祉
医
療
費
医
療
証
（
資
格
証
）

更
新
申
請
書
（
対
象
者
へ
送
付
し

ま
す
）

②
対
象
者
本
人
及
び
同
一
世
帯
全
て

の
人
の
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）
が
わ
か
る
も
の
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
又
は
通
知
カ
ー
ド
）

③
健
康
保
険
証
（
対
象
者
の
名
前
が

記
載
し
て
あ
る
も
の
）

④
福
祉
医
療
費
医
療
証
又
は
資
格
証

（
有
効
期
限
が
令
和
5
年
９
月
30

日
ま
で
の
も
の
）

⑤
対
象
者
の
該
当
事
由
に
よ
り
提
示

し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
も
の（
該

当
者
に
は
案
内
を
送
付
し
ま
す
）

松
江
地
方
法
務
局
と
島
根
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
こ
ど
も
を

め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
を

図
る
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
８
月
23

日
㈬
か
ら
29
日
㈫
ま
で
の
一
週
間
を
、

全
国
一
斉
「
こ
ど
も
の
人
権
相
談
」

強
化
週
間
と
定
め
、
次
の
と
お
り
、

相
談
受
付
時
間
を
通
常
よ
り
延
長
し

て
電
話
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

学
校
で
の
い
じ
め
や
家
庭
内
に
お

け
る
児
童
虐
待
な
ど
、
学
校
生
活
や

日
常
生
活
の
中
で
悩
み
が
あ
る
人
や

そ
の
保
護
者
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

強
化
月
間
実
施
日
時
な
ど

電
話
番
号
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

（
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
〜
午
後

５
時
）

相
談
員

法
務
局
職
員
又
は
人
権
擁

護
委
員

問
合
せ

松
江
地
方
法
務
局
人
権
擁

護
課

☎
０
８
５
２
32
４
２
６
０

問
合
せ

保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

☎
㉕
９
４
１
１

人

権

ベトナムと日本はどちらもアジアの国であるため、文
化的な共通点があります。その中でも、ベトナムの「七
月の盂

う

蘭
ら

盆
ぼん

節
せつ

（Vu Lan）」と日本の「お盆（Obon）」
は多くの共通点があります。
ベトナムの民間信仰では、旧暦7月は孤

こ

魂
こん

（弔う人も
ない魂）の月であり、その期間に地獄の門は開かれ、家
族や親せきのない亡霊たちに供養が捧げられます。そし
て、旧暦７月の満月の日に祝われる盂

う

蘭
ら

盆
ぼん

節
せつ

には、親や
先祖の霊が帰り子孫は孝行の気持ちを表します。
盂
う

蘭
ら

盆
ぼん

節
せつ

の式典は通常、昼間に寺院で行われた後、家
庭でも行われます。寺院では、経文の唱えや灯籠の祭り
が行われ、家庭では、冥土の人々のための品物や冥銭が
庭や道端に置かれたテーブルに供えられます。供養の式
を終えると、子どもたちや近所の人々が孤

こ

魂
こん

を演じてお
菓子やおこわを奪い合うといった風習もあります。
また、この祝日には、母親がいる人は赤いバラの花を、
母親を亡くした人は白いバラを胸に着けます。赤いバラ
を着ける人は、自分にはまだ母親がいることを喜ぶこと
ができるという意味で、白いバラを着ける人は、親の恩
を忘れないようにというメッセージです。

チャン　ハー　アイン

ベトナムのお盆

国際交流員コラム

この風習は、日本で起きたある出来事がきっかけで
した。ベトナムの代表的な仏教者であるティク・ナッ
ト・ハインが日本人の和尚さんを訪ねた時に、日本人
の学生さんから白い花を服に着けてもらいました。そ
の後、それは母の日の習慣であると説明されました。
それから、当時まだ母の日がなかったベトナムにも、
盂
う

蘭
ら

盆
ぼん

節
せつ

にはバラを着ける風習が始まりました。こう
して日本とベトナムは意外なところでつながっていま
す。お互いのいいところをこれからも学び合い、一緒
に発展できるよう願っています。

追伸、皆さんのお手元に本記事が届く頃には、私は
既に浜田での任期を終えています。長いようであっと
いう間の２年間でした。いつも温かく見守ってくださ
り、笑いあり感動ありの日々をありがとうございまし
た。今後も浜田を宣伝して、そしてまた帰ってきたい
と思っています。またいつか会いましょう。

お気に入りの場所①　石見畳ヶ浦 お気に入りの場所②　石見銀山
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伝 言 板
まちかど募

　
　
集

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

先
着
順
で
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

（
公
営
住
宅
ほ
か
）

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付

随
時
。
た
だ
し
、
新
規

に
募
集
す
る
住
宅
は
８
月
10
日
㈭

以
降
。

問
合
せ

公
営
住
宅（
浜
田・金
城・旭・三
隅
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
金
城
）

雇
用
促
進
住
宅
（
浜
田
・
金
城
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
っ
ぽ
ん
縦
断

こ
こ
ろ
旅

お
手
紙
募
集

募
集
内
容

浜
田
市
内
の
「
思
い
出

の
場
所
・
風
景
」
に
ま
つ
わ
る
手

紙
申
込
み

９
月
19
日
㈫
ま
で
（
必

着
）
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

性
別
・
年
齢
・
内
容
を
記
入
し
、

郵
送
で
〒
１
５
０
‐
８
０
０
１

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
こ
こ
ろ
旅
」
係
へ

問
合
せ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０-

０
６
６-

０
６
６

島
根
県
で
の
番
組
放
送
予
定

11
月
６
日
㈪
〜
10
日
㈮

相
　
　
談

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

就
業
相
談
会

　
　
　
移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク

日
時

８
月
９
日
㈬
・
９
月
13
日
㈬

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

料
金

無
料

問
合
せ

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
２
㉗
８
５
１
０

対
象

県
内
在
住
者

募
集
部
門

年
齢
別
に
第
１
〜
５
部
、

パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部

課
題

自
由
（
小
学
校
４
年
生
以
下

は
、
本
人
が
観
察
又
は
調
査
し
た

結
果
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
）

作
品
の
規
格

Ｂ
２
判
用
紙

入
賞
作
品
の
発
表

９
月
下
旬

申
込
み

９
月
６
日
㈬
ま
で
に
島
根

県
統
計
協
会
へ

☎
０
８
５
２
㉒
５
０
７
４

島
根
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

浜
田
住

宅
管
理
事
務
所

☎
㉕
０
５
３
５

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
・
地
域
定
住
住
宅

（
旭
・
弥
栄
・
三
隅
）

㈲
中
田
工
務
店

☎
42
１
２
０
３

資
格・試
験

危
険
物
取
扱
者
試
験

及
び

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

第
４
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日

11
月
５
日
㈰

受
付
期
間

・
書
面
申
請

８
月
21
日
㈪
〜
９
月
４
日
㈪

・
電
子
申
請

８
月
18
日
㈮
〜
９
月
１
日
㈮

試
験
地

浜
田
市
・
出
雲
市
・
隠
岐
の
島
町

試
験
種
類

甲
種
・
乙
種
第
1
類
〜

第
6
類
・
丙
種

問
合
せ

消
防
本
部
予
防
課
危
険
物

係

☎
㉒
１
１
６
７

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

対
象

危
険
物
の
取
扱
作
業
に
新
た

に
従
事
す
る
人
又
は
前
回
講
習
か

ら
一
定
程
度
経
っ
た
人
（
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

日
時
・
場
所

・
９
月
６
日
㈬

ジ
ャ
ス
ト
ホ
ー
ル
（
益
田
市
）

・
９
月
７
日
㈭

い
わ
み
ー
る

・
９
月
８
日
㈮

ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ

ホ
ー
ル
（
江
津
市
）

・
10
月
19
日
㈭

あ
す
て
ら
す
（
大
田
市
）

申
込
み

各
回
10
日
前
ま
で
に
４
７

０
０
円
分
の
島
根
県
収
入
証
紙
及

び
63
円
分
の
郵
便
切
手
を
添
え
て

島
根
県
危
険
物
保
安
協
会
連
合
会

へ

☎
０
８
５
２
㉒
７
２
０
２

問
合
せ

消
防
本
部
予
防
課
危
険
物

係

☎
㉒
１
１
６
７

し
ま
ね
景
観
賞
募
集

景
観
づ
く
り
に
貢
献
し
て

い
る
ま
ち
な
み
な
ど

募
集
部
門

①
ま
ち
・
み
ど
り
・
活
動
部
門

②
土
木
施
設
部
門

③
公
共
建
築
物
部
門

④
民
間
建
築
物
部
門

⑤
屋
外
広
告
物
・
そ
の
他
部
門

申
込
み

８
月
31
日
㈭
ま
で
に
応
募

用
紙
と
資
料
を
島
根
県
土
木
部
都

市
計
画
課
へ

☎
０
８
５
２
㉒
６
７
７
３

教
室・講
座

日
時
・
場
所

①
９
月
７
日
㈭
〜
９
日
㈯

い
わ
み
ー
る

②
10
月
26
日
㈭
〜
28
日
㈯

パ
レ
ッ
ト
ご
う
つ

※

各
回
と
も
3
日
間
で
1
回

定
員

各
回
20
人

料
金

無
料

申
込
み

①
は
８
月
28
日
㈪
、
②
は

10
月
10
日
㈫
ま
で
に
介
護
労
働
安

定
セ
ン
タ
ー
島
根
支
部
へ

☎
０
８
５
２
㉕
８
３
０
２

介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー

介
護
の
入
門
的
研
修詳細はホーム

ページをご覧
ください

お
出
か
け

石
州
和
紙
会
館

石
州
和
紙
う
ち
わ
ア
ー
ト
展

日
時

８
月
13
日
㈰
ま
で

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
８
月
13
日
㈰
は
午
後
３
時
ま
で
）

場
所

石
州
和
紙
会
館

料
金

無
料

問
合
せ

石
州
和
紙
会
館

☎
32
４
１
７
０

み
ん
な
で
わ
い
わ
い
！

ボ
ッ
チ
ャ
大
会
！

日
時

８
月
５
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

場
所

浜
田
養
護
学
校

申
込
み

浜
田
養
護
学
校
へ

☎
㉘
２
２
０
０

石
州
和
紙
会
館

和
紙
と
灯
り
の
夕
べ

夏

日
時

８
月
12
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
８
時
30
分

場
所

石
州
和
紙
会
館

料
金

無
料
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
は
有
料
）

問
合
せ

石
州
和
紙
会
館

☎
32
４
１
７
０

浜
田
サ
ー
フ
ィ
ン
協
会

キ
ッ
ズ
サ
ー
フ
ィ
ン
ス
ク
ー
ル

対
象

保
護
者
が
同
伴
で
き
る
小
・

中
学
生

日
時

８
月
13
日
㈰

午
後
１
時
〜

場
所

国
府
海
岸

※

人
数
は
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

申
込
み

８
月
３
日
㈭
ま
で
に
浜
田

サ
ー
フ
ィ
ン
協
会

牛
尾
さ
ん
へ

☎
０
８
０-

５
０
５
２-

７
２
５
４

令
和
６
年
３
月
の
閉
校
に
先
立
ち

学
校
施
設
を
一
般
開
放
し
ま
す

対
象

雲
雀
丘
小
学
校
、
第
四
中
学

校
の
地
域
の
人
、
卒
業
生
な
ど

日
時

雲
雀
丘
小
学
校

８
月
13
日
㈰

午
後
１
時
〜
３
時

第
四
中
学
校
８
月
13
日
㈰
〜
15
日
㈫

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

問
合
せ

雲
雀
丘
小
学
校

☎
㉒
１
１
４
１

第
四
中
学
校　
　
☎
㉗
０
８
１
３

弥
栄
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

日
時

８
月
15
日
㈫

午
後
３
時
30
分
〜
８
時

場
所

市
役
所
弥
栄
支
所
前
イ
ベ
ン

ト
広
場

内
容

石
見
神
楽
上
演
、
打
上
花
火
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
上
演
、
特
産
品

販
売
、
地
元
集
落
な
ど
に
よ
る
出

店
コ
ー
ナ
ー

問
合
せ

弥
栄
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実

行
委
員
会

☎
48
２
１
１
２

〜
ナ
ス
、パ
プ
リ
カ
、ト
マ
ト
、き
ゅ

う
り
な
ど
を
使
っ
て
煮
物
・
ソ
ー
ス

づ
く
り
〜

日
時

８
月
23
日
㈬

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

石
見
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

講
師

岡
本
裕
明
さ
ん

定
員

20
人
（
先
着
）

料
金

無
料

申
込
み

８
月
15
日
㈫
ま
で
に
J
A

し
ま
ね
い
わ
み
中
央
地
区
本
部
へ

☎
㉒
８
８
１
２

消
費
者
交
流
会

岡
本
シ
ェ
フ
の
夏
野
菜
を

　
　
　
お
い
し
く
食
べ
よ
う

日
時

８
月
26
日
㈯

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

浜
田
養
護
学
校

申
込
み

浜
田
養
護
学
校

☎
㉘
２
２
０
０

浜
田
養
護
学
校
サ
ポ
ー
タ
ー

講
座
（
保
護
者
体
験
談
）

浜
田
市
長
旗
争
奪
野
球
大
会

対
象

市
内
の
職
域
、
同
好
会
チ
ー

ム
（
中
・
高
校
生
は
中
学
３
年
生

以
上
３
人
ま
で
可
）

日
時

８
月
20
日
㈰
〜
11
月
５
日
㈰

場
所

浜
田
市
野
球
場
ほ
か

料
金

１
５
０
０
０
円

申
込
み

８
月
４
日
㈮
ま
で
に
浜
田

製
菓
㈲

中
村
利
男
さ
ん
へ

☎
㉒
０
９
２
３（
日
曜
日
を
除
く
）

問
合
せ

浜
田
市
野
球
連
盟
事
務
局

村
木
勝
也
さ
ん

☎
０
９
０-

１
６
８
２-

９
１
１
０

浜
田
マ
リ
ン
大
橋

　
　
　
　
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

日
時

８
月
13
日
㈰
〜
15
日
㈫

日
没
〜
午
前
０
時

場
所

浜
田
マ
リ
ン
大
橋

問
合
せ

水
産
振
興
課
水
産
係

☎
㉕
９
５
２
０

平
和
の
た
め
の
原
爆
パ
ネ
ル
展

（
高
校
生
が
描
い
た
絵
）

日
時

・
８
月
８
日
㈫

午
後
１
時
〜
５
時

・
８
月
９
日
㈬

　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

場
所

石
見
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

料
金

無
料

申
込
み

新
日
本
婦
人
の
会
浜
田
支

部

盆
子
原
さ
ん
へ

☎
０
９
０-

６
４
０
９-

０
４
２
９

石
州
浜
っ
子
夏
ま
つ
り

日
時

８
月
５
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
後
７
時
30
分
〜
10
時

※

荒
天
に
よ
る
中
止
の
場
合
は
、

６
日
㈰
に
花
火
の
み
実
施
し
ま
す
。

※

当
日
は
周
辺
道
路
の
交
通
規
制

を
行
い
ま
す
。

場
所

浜
田
漁
港
一
帯

問
合
せ

浜
田
市
観
光
協
会

☎
㉔
１
０
８
５
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日
時

９
月
３
日
㈰

正
午
〜
午
後
４
時

場
所

サ
ン
マ
リ
ン
浜
田
和
室

料
金

３
０
０
０
円

申
込
み

中
野
宅
吉
さ
ん
へ

☎
０
８
０-

１
９
２
２-

３
９
４
６

第
１
７
３
回
石
州
刀
剣
会
・
鑑
賞
会

刀
姿
に
よ
る
時
代
の
見
分
け
方

日
時

９
月
17
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

石
見
海
浜
公
園

定
員

40
人
（
先
着
）

料
金

無
料

（
ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
あ
り
）

申
込
み

石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
へ

☎
㉘
２
２
３
１

石
見
海
浜
公
園

ノ
ル
デ
ィッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

石
見
海
浜
公
園

フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
教
室

日
時

①
９
月
23
日
㈷
〜
24
日
㈰

　
　
②
10
月
28
日
㈯
〜
29
日
㈰

場
所

石
見
海
浜
公
園
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場

定
員

各
回
５
組
（
初
め
て
の
組
を

優
先
）

料
金

高
校
生
以
上

５
０
０
０
円

　
　
小
・
中
学
生

２
５
０
０
円

申
込
み

①
は
８
月
21
日
㈪
ま
で
に
、

②
は
９
月
18
日
㈷
ま
で
に
石
見
海

浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー
へ

☎
㉘
２
２
３
１

日
時

９
月
18
日
㈷

午
後
５
時
〜

場
所

石
央
文
化
ホ
ー
ル

料
金

無
料
（
要
事
前
申
込
み
）

申
込
み

８
月
10
日
㈭
ま
で
に
郵
便

は
が
き
（
必
着
）
又
は
W
E
B
で

石
見
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
へ

☎
㉓
４
８
８
３

N
H
K
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
　
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

こちらから
申し込めます

山
陰
浜
田
港
お
魚
料
理
教
室

日
時

９
月
21
日
㈭

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師

長
野
操
子
さ
ん

定
員

20
人
（
未
受
講
者
優
先
）

料
金

５
０
０
円

不
安
や
焦
る
気
持
ち
を
和
ら
げ
る

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

対
象

ひ
き
こ
も
り
当
事
者
（
中
学

校
卒
業
後
の
人
）
の
い
る
ご
家
族

日
時

10
月
６
日
㈮

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所

浜
田
合
同
庁
舎
中
会
議
室

※

主
会
場
の
講
義
を
ラ
イ
ブ
配
信

申
込
み

９
月
８
日
㈮
ま
で
に
心
と

体
の
相
談
セ
ン
タ
ー
相
談
判
定
課

へ

☎
０
８
５
２
32
５
９
０
５

対
象

平
成
15
年
４
月
２
日
〜
平
成

16
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

日
時

令
和
６
年
１
月
３
日
㈬

午
後
1
時
30
分
〜

場
所

石
央
文
化
ホ
ー
ル

特
記
事
項

※

令
和
４
年
４
月
か
ら
成
人
年
齢

が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ
ら

れ
ま
し
た
が
、
浜
田
市
で
は
、
引

き
続
き
20
歳
を
迎
え
る
人
を
対
象

と
し
た
式
典
を
開
催
す
る
こ
と
と

し
、名
称
を
「
成
人
式
」
か
ら
「
二

十
歳
の
集
い
」
に
変
更
し
て
い
ま

す
。

※

詳
細
な
ど
に
つ
い
て
は
、
あ
ら

た
め
て
皆
さ
ん
へ
の
ご
案
内
と
と

も
に
、
浜
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※

現
在
浜
田
市
に
住
ん
で
い
る

（
浜
田
市
出
身
で
な
く
て
も
可
）

又
は
浜
田
市
出
身
で
現
在
市
外
に

住
ん
で
い
る
人
が
参
加
で
き
ま
す
。

問
合
せ

ま
ち
づ
く
り
社
会
教
育
課

ま
ち
づ
く
り
社
会
教
育
係

☎
㉕
９
２
０
４

令
和
６
年

二
十
歳
の
集
い

日
時

８
月
30
日
㈬

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

い
わ
み
ー
る
３
０
１
研
修
室

講
師

今
岡
文
香
さ
ん
（
国
家
資
格

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

定
員

15
人
程
度
（
先
着
・
要
事
前

申
込
み
）

料
金

無
料

申
込
み

８
月
28
日
㈪
（
託
児
希
望

の
場
合
は
８
月
23
日
㈬
）
ま
で
に

レ
デ
ィ
ー
ス
仕
事
セ
ン
タ
ー
浜
田

へ

☎
㉕
５
２
０
７

女
性
の
た
め
の
再
就
職
応
援

セ
ミ
ナ
ー

日
時

９
月
２
日
㈯

午
前
10
時
〜
11
時

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

浜
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
㉒
０
０
９
４

浜
田
市
戦
没
者
追
悼
式

申
込
み

８
月
25
日
㈮
ま
で
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
し
く
は
申
込
書

を
水
産
振
興
課
内

浜
田
市
水
産

業
振
興
協
会
へ

☎
㉕
９
５
２
０

三
隅
氏
立
家
８
０
０
年
と
浜
田
開
府

４
０
０
年
の
意
義
を
考
え
る

日
時

８
月
27
日
㈰

午
前
９
時
10
分
〜
正
午

場
所

長
浜
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

料
金

２
０
０
円
（
資
料
代
）

問
合
せ
下
村
さ
ん

午
後
5
時
以
降

☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６
３
７

第
２
４
２
回
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

学
習
会

浜
田
保
健
所

難
病
相
談

①
神
経
内
科

日
時

８
月
29
日
㈫

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所

浜
田
保
健
所

講
師

山
下
一
也
医
師
（
島
根
県
立

大
学
）

申
込
み

８
月
18
日
㈮
ま
で
に
浜
田

保
健
所
へ

☎
㉙
５
５
５
４

②
膠
原
病
内
科

日
時

９
月
28
日
㈭

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所

江
津
市
役
所

講
師

一
瀬
邦
弘
医
師
（
島
根
大
学

医
学
部
附
属
病
院
膠
原
病
内
科
）

申
込
み

９
月
15
日
㈮
ま
で
に
浜
田

保
健
所
へ

☎
㉙
５
５
５
４

①
②
共
通

定
員

各
８
人
程
度

料
金

無
料

石
央
文
化
ホ
ー
ル
だ
よ
り

　
　
☎
㉒
２
１
０
０

宝
く
じ
文
化
公
演

森
麻
季
＆
小
柳
ゆ
き

ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ

日
時

10
月
28
日
㈯

午
後
４
時
〜

会
場

石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

料
金
（
全
席
指
定
）

一
般　
　
　
　

２
０
０
０
円

高
校
生
以
下

１
０
０
０
円

※

当
日
券
は
５
０
０
円
増

※

当
公
演
の
入
場
料
は
宝
く
じ
の

助
成
に
よ
り
特
別
料
金
で
す
。

※

未
就
学
児
入
場
不
可

チ
ケ
ッ
ト
発
売
日

７
月
29
日
㈯
〜

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

石
央
文
化
ホ
ー
ル
、

浜
田
市
教
育
委
員
会
、
み
ず
ほ
楽

器
、
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田
、
石
正

美
術
館
、
浜
田
市
観
光
協
会
、
江

津
市
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

夏
休
み
中
は
毎
日
開
館
、
通
常
よ
り

１
時
間
長
く
、
午
後
６
時
ま
で
営
業

夏
の
特
別
展

「
石
見
の
川
〜
一
級
河
川
に
負
け
る

な
！
二
級
河
川
の
魅
力
大
発
見
〜
」

期
間

９
月
25
日
㈪
ま
で

場
所

ア
ク
ア
ス
３
階

夏
休
み
こ
ど
も
限
定
特
別
イ
ベ
ン
ト

わ
ん
ぱ
く
探
検
隊

対
象

小
・
中
学
生
（
１
人
で
も
参

加
で
き
る
人
）

日
時

８
月
27
日
㈰
ま
で

各
日
２
回
実
施

※

８
月
11
日
㈷
〜
16
日
㈬
は
休
み

定
員

各
回
12
人

料
金

１
人
５
０
０
円

※

別
途
入
館
料
が
必
要

申
込
み

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
事
前

受
付

夏
休
み
イ
ベ
ン
ト

ナ
イ
ト
ア
ク
ア
ス

日
時

８
月
11
日
㈷
〜
13
日
㈰

午
後
６
時
〜
９
時

内
容

水
槽
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー

料
金

無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

※

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
得
な
レ
イ

ト
チ
ケ
ッ
ト
を
販
売
中
。

ペ
ン
ギ
ン
水
中
お
食
事
タ
イ
ム

日
時

８
月
の
土
日
祝
日
（
12
日
、

13
日
除
く
）
午
後
０
時
30
分
〜

場
所

ペ
ン
ギ
ン
館
１
階

８
月
の
神
楽
（
雨
天
中
止
）

６
日
㈰

周
布
鳶
巣
神
楽
保
存
会

11
日
㈷

佐
野
神
楽
社
中

13
日
㈰

倭
川
戸
神
楽
社
中

14
日
㈪

有
福
神
楽
保
持
者
会

20
日
㈰

大
尾
谷
社
中

27
日
㈰

細
谷
社
中

時
間

午
後
１
時
〜
３
時

場
所

は
っ
し
ー
広
場
ス
テ
ー
ジ

問
合
せ

島
根
物
産
商
事
㈱

☎
㉘
３
１
０
０

企
画
展

「
没
後
１
５
０
年
山や

ま
も
と
き
ん
こ
く

本
琹
谷
と
津
和

野
藩
の
絵
師
た
ち
」

関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム
①

美
術
講
座
「
津
和
野
藩
の
絵
画
史
」

日
時

８
月
12
日
㈯

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
所

講
義
室

講
師

角
野
広
海
さ
ん

（
石
見
美
術
館
主
任
学
芸
員
）

定
員

40
人
（
先
着
）

料
金

無
料
（
申
込
み
不
要
）

関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム
②

グ
ラ
ン
ト
ワ
t
e
a
ガ
ー
デ
ン

「
つ
わ
乃
茶
」

日
時

８
月
13
日
㈰

午
前
10
時
30
分
〜

場
所

美
術
館
ロ
ビ
ー

内
容

島
根
の
小
京
都
、
津
和
野
の

和
紅
茶
を
提
供

定
員

１
０
０
人
（
当
日
先
着
）

料
金

無
料

※

展
覧
会
観
覧
券
又
は
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
パ
ス
ポ
ー
ト
が
必
要

夏
休
み
グ
ラ
ン
ト
ワ
た
ん
け
ん
ツ
ア
ー

対
象

小
学
生

日
時

８
月
14
日
㈪

①
午
前
10
時
〜

②
午
後
１
時
30
分
〜

各
回
１
０
５
分
間

場
所

大
ホ
ー
ル

内
容

お
や
こ
で
参
加
で
き
る
バ
ッ

ク
ス
テ
ー
ジ
ツ
ア
ー

定
員

各
回
40
人

（
先
着
・
同
伴
含
む
）

料
金

３
０
０
円
（
要
申
込
み
）

い
わ
み
芸
術
劇
場
ホ
ー
ル
再
開
記
念

令
和
５
年
度
（
公
社
）
全
国
公
立
文

化
施
設
協
会
主
催

西
コ
ー
ス

「
松
竹
大
歌
舞
伎
」

日
時

９
月
10
日
㈰

午
後
２
時
〜

場
所

大
ホ
ー
ル

料
金
（
全
席
指
定
）

S
席　
　
　
　
　
　
８
０
０
０
円

A
席　
　
　
　
　
　
６
０
０
０
円

B
席　
　
　
　
　
　
３
０
０
０
円

※

無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り
。
９

月
３
日
㈰
ま
で
に
要
申
込
み
。

女
性
の
た
め
の
再
就
職
応
援

セ
ミ
ナ
ー

有

料

広

告

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ア
ク
ア
ス
か
ら

　
　
　
☎
㉘
３
９
０
０

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

　
　
☎
０
８
５
６
㉛
１
８
６
０
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開館時間 9:00～17:00
月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
年末年始・展示替え期間
（括弧は20人以上の団体）
一　般　600円（500円）

展覧会によって異なります
小中生　200円（160円）
高大生　300円（240円）

休 館 日

観 覧 料

※

❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿

「図書館のもよおし」は、はまだ情報カレンダー
裏面のくらしのサービスガイドをご覧ください。

図書館情報
開館時間 ８月の休館日

中央 ☎㉒0480  9:00～19:00 14日㈪･28日㈪
金城 ☎421823

 9:00～17:00 ７日㈪･14日㈪
21日㈪･28日㈪
31日㈭

旭 ☎451439
弥栄 ☎482258
三隅 ☎320338 10:00～19:00

（土日祝日は18:00まで）

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

企
画
展
「
画
家
の
仕
事
・
画
家
の
道
具
」

会
期

８
月
20
日
㈰
ま
で

【展示風景】
作品と併せて石本正が制作に

使った道具や資料も展示しています。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
（
要
観
覧
券
）

日
時

８
月
11
日
㈷

午
後
２
時
〜

※
「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第
３
日
曜

日
に
家
族
で
来
館
し
た
人
の
う
ち
、
高
校

生
以
下
無
料
。

８
月
の
イ
ベ
ン
ト

展示替え休館日 ８月21日㈪～９月８日㈮

参
加
費

８
０
０
円

定
員

10
人
（
要
予
約
）

※

小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

講
師

西
田
清
久
さ
ん
（
木
工
房
き
な
り
）

持
ち
物

帽
子
・
タ
オ
ル
・
飲
み
物
な
ど
（
熱

中
症
対
策
の
た
め
）、
軍
手
。
ま
た
、
木
ね

じ
以
外
の
特
殊
な
金
具
・
工
具
が
必
要
な
場

合
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

昨年の様子

日
時

８
月
５
日
㈯

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

場
所

石
正
美
術
館
回
廊

（
屋
外
・
小
雨
開
催
）

夏
休
み
こ
ど
も
木
工
教
室

「
小
サ
イ
ズ
の
作
品
の
中
で
生
ま
れ
る
世
界

観
」
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
２
０
１
４
年
か

ら
開
催
し
て
き
た
一
般
公
募
展
。
出
品
者
そ
れ

ぞ
れ
が
、
40
㎝
四
方
の
空
間
で
個
性
豊
か
に
表

現
し
た
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
、
一
堂
に

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

出
品
者
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク（
参
加
無
料
）

日
時

８
月
13
日
㈰

午
後
２
時
〜
３
時

ギ
ャ
ラ
リ
ー
情
報
（
観
覧
無
料
）

第
10
回
小
さ
な
世
界
展

会
期

８
月
２
日
㈬
〜
20
日
㈰

開
館
10
周
年
記
念
特
別
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す

日
時

８
月
11
日
㈷

内
容

①
村
中
李
衣
さ
ん
講
演
会

時
間

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

会
場

中
央
図
書
館
多
目
的
ホ
ー
ル

定
員

60
人
（
要
事
前
申
込
み
）

②
村
中
李
衣
さ
ん
に
よ
る
お
は
な
し
会

対
象

幼
児
・
児
童
と
そ
の
保
護
者

時
間

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

会
場

三
隅
図
書
館

③
移
動
図
書
館
車
ラ
ブ
ッ
ク
号
特
別
開
館

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

会
場

中
央
図
書
館
駐
車
場

④
盲
導
犬
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

時
間

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場

中
央
図
書
館
ロ
ビ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
な
ど

⑤
市
内
高
校
生
に
よ
る
企
画
コ
ー
ナ
ー

時
間

午
後
２
時
〜
４
時

会
場

中
央
図
書
館
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス

ペ
ー
ス

「
夏
の
星
空
観
察
会
」
参
加
者
募
集

夏
の
夜
空
を
み
ん
な
で
観
察
し
ま
せ
ん
か

今
回
は
、
夏
の
月
と
土
星
が
テ
ー
マ
で
す
。

図
書
館
の
本
な
ど
で
調
べ
学
習
を
し
た
後
、
望

遠
鏡
や
双
眼
鏡
を
使
っ
て
観
察
し
ま
す
。

日
時

８
月
26
日
㈯

　
　
　
　
午
後
７
時
〜
９
時
（
予
定
）

場
所

中
央
図
書
館
及
び
周
辺

対
象

小
学
生
（
保
護
者
同
伴
）

申
込
期
限

８
月
21
日
㈪

申
込
方
法

中
央
図
書
館
に
電
話
又
は
窓
口
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

双
眼
鏡
の
あ
る
人
は
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

双
眼
鏡
が
な
く
て
も
参
加
で
き
ま
す
。

貸出ベスト10（令和５年６月期）
順位 タイトル 著者
1 しろがねの葉 千早　茜
2 汝、星のごとく 凪良　ゆう
3 魔女と過ごした七日間 東野　圭吾
4 ラブカは静かに弓を持つ 安壇　美緒
５ 渦の中へ あさの　あつこ
６ 合理的にあり得ない２ 柚月　裕子
７ 光のとこにいてね 一穂　ミチ
８ 老害の人 内館　牧子
９ 行きつ戻りつ死ぬまで思案中 垣谷　美雨
10 絵師金蔵赤色浄土 藤原　緋沙子

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

有

料

広

告

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

国
際
系
サ
ー
ク
ル「
セ
カ
イ
へ
」

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
島
根
県
立

大
学
国
際
系
サ
ー
ク
ル
「
セ
カ
イ

へ
」
で
す
。
私
た
ち
は
、
国
際
分
野

に
興
味
・
関
心
を
持
ち
、
学
外
や

サ
ー
ク
ル
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
、
国
際
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
セ
カ

イ
へ
は
ほ
か
の
サ
ー
ク
ル
と
は
違
い
、

自
分
が
参
加
し
た
い
イ
ベ
ン
ト
へ
の

参
加
や
、
自
分
自
身
で
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
部
員

は
現
在
60
人
以
上
が
所
属
し
て
お
り
、

た
く
さ
ん
の
人
と
関
わ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

例
年
通
り
に
は
活
動
で
き
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
２
０
２
２
年
は
、
江

津
市
で
行
わ
れ
た
ア
ジ
ア
フ
ェ
ス
タ

へ
の
参
加
や
、
大
学
の
文
化
祭
「
海

遊
祭
」
で
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

島
根
県
立
大
学
に
入
学
を
考
え
て

い
る
高
校
生
の
皆
さ
ん
や
地
域
の
皆

さ
ん
、
多
文
化
共
生
の
こ
の
時
代
、

ぜ
ひ
私
た
ち
と
異
文
化
に
触
れ
て
み

ま
せ
ん
か
？
気
に
な
る
事
や
ご
依
頼

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
い
つ
で
も

ご
連
絡
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
連

絡
は
、

sekai@
u-shim

ane.ac.jp

ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

活動の様子

問
合
せ

学
務
課
学
生
支
援
係

☎
㉔
２
３
６
９

マスコットキャラクター
「オロリン」

新
任
教
員
メ
ッ
セ
ー
ジ

４
月
に
着
任
し
た
教
員
を
紹
介
し

ま
す
。今
回
は
、地
域
経
済
経
営
コ
ー

ス
の
建
井
順
子
准
教
授
と
地
域
づ
く

り
コ
ー
ス
の
濱
野
靖
一
郎
准
教
授
で

す
。

建井順子准教授

は
じ
め
ま
し
て
、
建
井
順
子
と
申

し
ま
す
。
島
根
県
に
隣
接
す
る
鳥
取

県
米
子
市
出
身
で
す
。
こ
の
た
び
ご

縁
が
あ
り
、
島
根
県
立
大
学
に
て
勤

務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
静
岡
、
東
京
、
ロ
ン

ド
ン
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
、
岡
山

な
ど
、
様
々
な
国
や
地
域
に
住
ん
で

き
ま
し
た
。
専
門
は
、
地
域
経
済
論
、

地
域
産
業
論
で
、
大
都
市
圏
以
外
の

地
域
の
持
続
可
能
な
成
長
と
は
何
か

を
経
済
面
、
制
度
面
か
ら
研
究
し
て

い
ま
す
。
最
近
は
、
地
域
に
お
け
る

起
業
家
の
役
割
に
関
心
が
あ
り
ま
す
。

海
が
身
近
に
あ
る
環
境
で
育
っ
た

せ
い
か
、
魚
や
く
ら
げ
な
ど
海
洋
生

物
を
眺
め
る
の
が
大
好
き
で
す
。
漁

港
と
水
族
館
が
有
名
な
浜
田
市
で
働

け
る
こ
と
を
と
て
も
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。

濱野靖一郎准教授

は
じ
め
ま
し
て
、
こ
の
た
び
島
根

県
立
大
学
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
、

濱
野
靖
一
郎
と
申
し
ま
す
。
東
京
都

出
身
で
、
三
月
ま
で
愛
知
県
蒲
郡
市

の
全
寮
制
男
子
校
に
勤
め
て
お
り
ま

し
た
。
大
学
で
教
え
る
の
は
五
年
ぶ

り
で
す
。

専
門
は
日
本
政
治
思
想
史
で
す
。

か
つ
て
県
大
で
副
学
長
を
務
め
て
い

た
飯
田
泰
三
先
生
が
、
私
の
大
学
院

で
の
指
導
教
員
で
す
。

石
見
も
歴
史
的
文
化
の
豊
か
な
所

で
す
。
津
和
野
藩
だ
け
で
な
く
、
浜

田
藩
も
国
学
を
中
心
に
藩
校
を
調
査

す
る
意
義
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

地
元
を
学
ぶ
に
は
、
そ
こ
の
文
化

遺
産
の
意
義
を
、
日
本
全
体
の
文
化

に
即
し
て
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
い
さ
さ
か
堅
苦
し
い
表
現
に
な

り
ま
し
た
が
、「
日
本
」
を
学
ぶ
こ

と
で「
浜
田
」を
知
る
。
そ
し
て「
浜

田
」
を
知
る
こ
と
か
ら
「
私
た
ち
」

を
見
つ
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

総
務
課

☎
㉔
２
２
０
０

vol.238
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

29 広報はまだ：令和５年８月号 28広報はまだ：令和５年８月号
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毎
月
１
日
発
行

編
集
・
発
行
　
浜
田
市
市
長
公
室

　
　
　
　
　
　
☎
 0855‒25‒9151
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弥
栄
支
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三
隅
支
所
　
☎
32‒2800

浜
田
市
広
報
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広
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本
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〒
697-8501 島
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県
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市
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番
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月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.320

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…https://www.hamada-kodomo-art.com

「
森
と
あ
そ
ぶ
ア
ー
ト
展
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
中

浜
田
市
世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、

浜
田
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
ア
ー
ト

の
視
点
で
捉
え
、
ア
ー
ト
を
通
じ
て

自
然
に
目
を
向
け
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
「
森
と
あ
そ
ぶ
ア
ー
ト
展
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
人
気
に
な
っ
て
い
る
作

品
は
、
吉
竹
宏
泰
さ
ん
が
浜
田
産
の

木
材
を
使
っ
て
制
作
し
た
「
浜
田
の

森
の
七
不
思
議
」
で
す
。
約
10
メ
ー

ト
ル
に
及
ぶ
こ
の
作
品
は
、
４
セ
ン

チ
ほ
ど
の
木
球
を
転
が
し
て
楽
し
む

も
の
で
す
。
コ
ロ
コ
ロ
と
音
を
た
て

な
が
ら
転
が
る
木
球
を
懸
命
に
追
い

か
け
る
子
ど
も
た
ち
。
見
て
い
る
だ

け
で
も
楽
し
い
こ
の
作
品
は
、
随
所

に
仕
掛
け
ら
れ
た
森
の
ク
イ
ズ
に
答

え
な
け
れ
ば
先
に
進
む
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
レ
バ
ー
を
動
か
し
ク
イ
ズ

を
ク
リ
ア
し
て
、
木
球
を
先
に
進
め

る
と
い
う
〝
遊
び
と
ク
イ
ズ
が
融

合
〞
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
で
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
廃
材
で
制
作
さ

れ
た
実
物
大
の
動
物
た
ち
も
迫
力
満

点
で
す
。

ま
た
８
月
限
定
で
、
１
階
・
創
作

室
に
「
き
み
の
も
り
」
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
で
楽
し

む
不
思
議
な
森
の
世
界
が
広
が
っ
て

い
ま
す
の
で
併
せ
て
体
験
し
て
く
だ

さ
い
。

会
期

９
月
24
日
㈰
ま
で

料
金

一
般　
　
　
　
　
５
０
０
円

　
　
　
高
校
・
大
学
生

３
０
０
円

　
　
　
小
中
学
生　
　
　

２
０
０
円

助
成

一
般
財
団
法
人
地
域
創
造

※
「
き
み
の
も
り
」
は
別
途
１
０

０
円
の
入
場
料
が
必
要
で
す
（
３

歳
以
上
）。

※

混
雑
す
る
場
合
は
入
場
を
制
限

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
時
間
に

余
裕
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

吉竹宏泰さんの作品

８月だけの特別企画
「きみのもり」

８
月
の
イ
ベ
ン
ト

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

時
間

午
後
１
時
〜
４
時

３
階
・
多
目
的
ホ
ー
ル
で
３
時
30

分
ま
で
受
付
。

※

混
雑
時
は
お
待
ち
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

定
員

30
人

《
森
の
写
真
立
て
》

木
を
使
っ
て
写
真
立
て
を
つ
く
ろ

う
。
木
の
チ
ッ
プ
や
生
き
物
を
貼
り

付
け
て
ス
テ
キ
に
飾
り
つ
け
よ
う
。

◎
５
日
㈯
・
６
日
㈰

参
加
費

３
０
０
円

《
木
の
貯
金
箱
》

木
で
つ
く
る
貯
金
箱
。
フ
タ
が
取

り
外
せ
る
か
ら
便
利
だ
よ
。

◎
11
日
㈷
〜
13
日
㈰

参
加
費

３
０
０
〜
５
０
０
円

今
年
の
「
こ
ど
も
美
術
館
祭
り
」

は
、「
き
み
の
も
り
」
開
催
の
た

め
中
止
し
ま
す
。

《
ミ
ニ
ウ
ッ
ド
ブ
ロ
ッ
ク
で
工
作
》

小
さ
な
木
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
積
み
上

げ
て
つ
く
ろ
う
。

◎
19
日
㈯
・
20
日
㈰

参
加
費

５
０
０
円

《
ミ
ニ
木
琴
づ
く
り
》

好
き
な
音
を
見
つ
け
て
つ
く
ろ
う
。

◎
26
日
㈯
・
27
日
㈰

参
加
費

３
０
０
円

《
ビ
ー
玉
迷
路
ゲ
ー
ム
》

ビ
ー
玉
が
転
が
る
道
を
つ
く
ろ
う
。

ゴ
ー
ル
に
た
ど
り
着
け
る
か
な
？

◎
14
日
㈪
〜
16
日
㈬

参
加
費

５
０
０
円

５
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
、
浜
田

市
内
の
小
学
校
や
幼
稚
園
・
保
育
所

（
園
）
と
連
携
し
て
森
に
ち
な
ん
だ

作
品
を
制
作
し
ま
し
た
。
現
在
、
１

階
の
こ
ど
も
夢
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
中
心

に
、
館
内
で
展
示
し
て
い
ま
す
。
パ

ワ
ー
あ
ふ
れ
る
作
品
群
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

子
ど
も
た
ち
の
作
品
展
示

木の貯金箱の作品例

ステンドグラス風の作品

ビー玉迷路ゲームの作品例

８月の休館日 ７日㈪・21日㈪・28日㈪

世 帯 男 女 総 数
浜 田 18,997 17,827 19,380 37,207
金 城 1,850 1,880 2,020 3,900
旭 1,271 1,248 1,227 2,475

弥 栄 627 531 580 1,111
三 隅 2,716 2,591 2,773 5,364
合 計 25,461 24,077 25,980 50,057

6
月
25
日
㈰
、
原
井
小
学
校

体
育
館
で
「
い
わ
み
子
供
神
楽

フ
ェ
ス
タ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、「
ど
ん
ち
っ
ち
サ

ポ
ー
ト
I
W
A
M
I
」
の
主
催

に
よ
る
も
の
で
、
多
く
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
大
人
顔

負
け
の
堂
々
と
し
た
舞
に
、
客

席
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

（単位：人）
人　口（６月末現在）今

月
の
表
紙
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